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「首都大学東京南大沢キャンパス 環境関連資料集」 

の発行にあたって  

 
 
平成２２年の改正省エネ法及び都環境確保条例施行を受け、公立大学法人首都

大学東京では、エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会を設置すると

ともに、「公立大学法人首都大学東京環境保護方針」を策定して、組織的に環境

への負荷の軽減に取り組んできています。 

 

南大沢キャンパスでは、上記委員会の部会として南大沢キャンパス部会を設置

するとともに、｢エコキャンパス・グリーンキャンパス推進基本計画｣（計画期

間：２４年度から２６年度まで）に基づき、２４年度から、省エネ及びＣＯ２

削減に向けた具体的方策を定めた「エコキャンパス・グリーンキャンパス推進

実施計画」を年度ごとに策定し、実施してきています。 

また、国からの要請に応じて、社会的な責務を積極的に果たしていくとの観点

から夏、冬をはじめとした節電対策を行ってきています。 

 

現在、南大沢キャンパスには、基準排出量（１４年度から１６年度までの３か

年の平均）に対して年平均８％のＣＯ２の削減が条例上義務付けられています

が、２７年度からはより厳しい１７％の削減義務が課せられることとなります。 

 

今回発行する資料集を通じ、南大沢キャンパスにおける省エネ、ＣＯ２削減を

担う教職員、学生等構成員の皆さんに、環境に関する情報を共有していただき、

一体となって、さらにエコキャンパス・グリーンキャンパスを推進できるよう

願っています。 

 

 

                           平成２６年３月 

                     

             

 エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会 

南大沢キャンパス部会長 

 

                 奥  村   次  徳 
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エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進 
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資料１－１ 

  

公立大学法人 首都大学東京 環境保護方針 

 
人類は、地球温暖化、資源・エネルギー問題、水資源問題など、経験したことのない深刻な環境危機

に直面している。とりわけ、東京をはじめとする大都市は、文明発展の原動力となる一方、資源とエネ

ルギーの大量消費による温室効果ガスの大量排出源になっているなど、地球環境負荷に大きな影響を与

えている。 
公立大学法人首都大学東京（以下「法人」という。）は、設立理念に鑑み大都市の持続的な発展のため、

教育研究活動を通して環境負荷の低減に努め、地球環境の未来や科学・技術の進歩等へ積極的に貢献す

ることとする。 
ここに基本方針を定め、省エネルギーを推進する。 

 なお、基本方針に基づく施策の具体化にあたっては、本法人における教育・研究環境の維持・向上な

らびに２大学１高専の各教育機関の性質を踏まえたものとする。 
 
（基本方針） 

 
１．環境負荷低減 

本法人は、教育研究等の活動から生じる環境負荷を低減し、低炭素社会の構築、地球温暖化防止等に

貢献するために、省資源・省エネルギー対策の展開、廃棄物・汚染物質処理の適正化の推進等に取り組

む。 
 
２．環境教育 

環境教育を実施し、さまざまな環境問題に対して高い意識を持ち、広く社会で活躍できる人材の育成

を図る。 
 
３．環境研究 

環境問題に対処するために都民と社会から付託された資源を最も有効に活用し、環境に関する研究を

推進し、その成果を幅広く社会に還元する。 
 
４．環境マネジメント 

環境関連の法令等を遵守するとともに、学生や教職員等の協働により、自律的・持続的な環境マネジ

メントシステムを構築し、その適切な運用を図るとともにその成果の積極的な公開に努める。 
 
５．地域社会貢献 

都民・事業者や東京都・区市町村などと連携・協働し、環境の保全・改善に取り組んでいくことを通

じて、社会に貢献する。 
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資料１－２

首都大学東京副学長 総務部長

首都大学東京システムデザイン学部長 　【エネルギー管理企画推進者】

首都大学東京健康福祉学部長 経営企画室長

産業技術大学院大学産業技術研究科長 産学公連携センター長

産業技術高等専門学校副校長 学生サポートセンター事務部長

首都大学東京管理部長

日野キャンパス管理部長

荒川キャンパス管理部長 事務局

産業技術大学院大学管理部長 施設課

産業技術高等専門学校管理部長

※表中の【エネルギー管理統括者】【エネルギー管理企画推進者】は省エネ法、【統括管理者】は東京都環境確保
条例に基づき選任している。

各WG 環境リーダー

各課等１～２名（主に庶務
担当係長）

部
会

（
南
大
沢

）

部会委員

【課外活動等検討WG】メンバー：奥村副学長(座長)、総務部
長、学生サポートセンター事務部長、首都大学東京管理部
長、学生課長、施設課長
【環境マネジメント検討WG】メンバー：奥村副学長(座長)、都
市環境学部建築都市コース　須永教授、都市教養学部電気
電子工学コース　清水教授、都市環境学部建築都市コース
一之瀬准教授、都市環境学部建築都市コース　永田准教
授、施設課長
【環境関連研究資金確保調査検討WG】メンバー：施設課管
理係長(座長)、経営企画室連携係長、産学公連携センター
調整係長、文系管理課庶務・会計係長、理系管理課庶務係
長
【インターンシップ等調査検討WG】メンバ-：施設課管理係長
(座長)、キャリア支援課、教務課、文系学務課、理系学務課

（部会長が指名するその他の者）

南大沢キャンパス部会（晴海、その他を含む）

事務局

学長室（総務部施設課
兼務）

   南大沢キャンパスにおけるエコキャンパス・グリーンキャンパス推進体制

委
員
会

(

法
人
全
体

）

委員【エネルギー管理統括者】

委員会委員

企画財務課長
総務課長
施設課長
産学公連携センター事務長
学生課長
学長室長
教務課長
学術情報基盤センター事務室事
務長
文系管理課長
理系管理課長

部会長：首都大学東京副学長

副部会長【統括管理者】首都大学東京管理部長

事務局長

大学教育センター長
都市教養学部４名
都市環境学部２名
学生サポートセンター副センター長
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資料１－３                  
エコキャンパス・グリーンキャンパス推進基本計画 

＜首都大学東京＞ 

＝ 南大沢キャンパス ＝ 

 

１ はじめに 

   本キャンパスには、東京都の環境確保条例において厳しい温室効果ガス削減義務が 

  課されており、その達成のためには本格的にエコキャンパス・グリーンキャンパスを 

推進していく必要がある。 

 今回策定する基本計画は、何よりもまず、現下の削減期間（平成２２年度から２６ 

年度の５年間で年平均８％）における義務を達成することを第一義に考慮し、策定を

行う。 

  ※１ 条例上の削減計画期間は以下のとおり。 

【第一計画期間】平成２２～２６年度（年平均８％の温室効果ガス削減義務） 

 【第二計画期間】平成２７～３１年度（年平均１７％の温室効果ガス削減義務） 

※２ 上記削減義務は南大沢キャンパスのみが対象となっている。 

※３ 省エネ法により、両期間を通じて法人全体に年１％の使用エネルギー削減義務が課され 

ている。 

 

２ 計画期間 

平成２４年度から２６年度までの３か年 

（条例上の第一計画期間のうち次年度以降の残りの期間（年度）） 

※１ 条例上の第二計画期間（平成２７～３１年度）については、今後の計画進捗状況を見極 

めながら、２５年度に改めて基本計画を策定する。 

※２ 本基本計画策定後は、速やかに、実施計画である２４年度の年度計画の策定に着手する。 

   

３ 計画策定に当たっての基本的な考え方 

○  法令上の削減義務を着実に履行する。 
○  大学に求められている社会的責任を十分に踏まえ、計画的かつ自発的に環境に配慮

した行動を積極的に進める。 
○  先般策定した基本方針（公立大学法人首都大学東京環境保護方針）を具体化する形

で基本計画を策定する。 
 その際、基本方針の５つの柱について、施策を効果的、有機的に進めるため、大学

の環境マネジメントが十分に機能するよう特に留意する。 
 
                        環境負荷軽減 

環境マネジメント     ⇔      環境教育 

                （ＰＤＣＡサイクル） 環境研究 

                       地域社会貢献 

   ４ 関連主体 
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資料１－３                  
      教職員、学生、地域住民等 

 

   ５ 計画内容（概要については別表を参照のこと） 

 

１ 環境負荷軽減 

【現 状】 

（１）省資源・省エネルギー対策 
① 削減数値目標達成状況［環境確保条例及び省エネ法］ 

＜平成２２年度＞  
・温室効果ガス（条例） 対基準排出量比▲4.9%  対前年比▲0.2% 
 計画削減量、基準排出量比▲5.6%は未達成 

・原油換算使用量（省エネ法） 対前年度比▲0.6% 
 法人全体で対前年度比▲1.0%は未達成 

＜平成２３年度（年度途中）及び今後の見込み＞  
・温室効果ガス（条例） １月分まで 対基準排出量比▲15.3%  対前年比▲13.3% 
・原油換算使用量（省エネ法） １月分まで 対前年比▲13.4% 
 政府による使用電力制限下にあった今夏のペースが今後も続くことは期待できず、 
第Ⅰ期、第Ⅱ期ともに、条例上の削減義務量を達成できるかどうかは不明な状況で 
ある。 

② ソフト対策 
＜平成２２年度＞   
 ・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会等による 
  啓発等 
  省エネ啓発ポスターの掲示、各部署への環境リーダーの設置及びエコ見回りを 

実施したが、初年度は十分な効果が現れるまでに至っていない。また、学生への 
直接的な啓発については取組みは不十分な状況である。 

 ・設備の運用に関する管理標準の作成 
  エコに資する設備運用を着実に実施するためには、現行の設備管理体制を維持・ 

向上させる必要がある。（現行委託業者の継続、施設課の人的な充実） 
  ・東日本大震災後の計画停電対策 
  計画停電に備え、節電の呼び掛けを行い、実験規模の縮小等を要請するとともに、 

照明の削減、施設利用の時間制限、空調・電気温水器・エレベーターの一部停止 
を行った。この結果、使用電力量は大幅に減少した。また、空調の一部停止に 
伴い、ガスの使用量も減少し、温室効果ガスの大幅な削減を達成した。 

＜平成２３年度（年度途中）及び今後の予定＞ 
 ・今夏のピークカット対策 
  政府の電力使用制限令を受け、法人として前年度の最大使用電力の 25%削減の 

目標を設定した。具体的な対策としては、震災以後の計画停電対策を継続し、 
照明の削減、施設利用の時間制限、空調・電気温水器・エレベーターの一部停止 
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資料１－３                  
を実施するとともに、教職員に対して冷房時の室温は２８℃未満にならないよう

にすること、照明の削減、実験の日時や内容の変更・規模の縮小等を要請すると

ともに、電力使用抑制策調査票への記入を依頼し、併せて電力使用抑制について

の啓発を進めた。この結果、ピークカットの目標はほぼ達成するとともに電力量

及びガス使用量も大幅に減少した。 
     以上の震災及びピークカット対策については結果の検証（教職員へのアンケート 

を含む。）を行い、今後の温室効果ガス削減対策の参考にするとともに、無理なく 
継続ができるものについては対策を継続する。 

  
③ ハード対策 

＜平成２２年度まで＞  
 ・エコに資する施設の改修 
  施設整備計画等を基に、照明設備、空調設備、給排水設備の更新を実施し、照明 
  のＬＥＤ化等により省エネタイプの機器に更新するとともに、空調設備の更新を、 
  行い、ガス使用量を大幅に削減している。 
  太陽光発電を設置し、温室効果ガスの削減を行った。 
＜平成２３年度（年度途中）＞ 

   ・エコに資する施設の改修 
    理工系実験空調換気設備の改修、照明設備他更新工事、給排水設備改新工事、高 
    圧ガス設備改修工事等を行い、省エネルギー機器に更新している。 
 
（２）廃棄物・汚染物質処理の適正化 

＜平成２２年度＞  
法令に基づき、廃棄物・汚染物質を適正に処理している。 
＜平成２３年度（年度途中）及び今後の見込み＞ 
法令に基づき、廃棄物・汚染物質を適正に処理している。 
《課題》 

今後は、廃棄物・汚染物質の削減に努める必要がある。また、学外から排出した

後の状況についても把握する必要がある。 
 
 

【あるべき姿】 

（１）省資源・省エネルギー対策 
① 削減数値目標達成状況［環境確保条例及び省エネ法］ 

環境確保条例の温室効果ガスの削減について 22 年度～26 年度において年平均 8%、

27～31 年度において年平均 17%削減義務を達成している。 
省エネ法の５年平均でエネルギー消費原単位前年比 1%削減目標を達成している。 

② ソフト対策 
・教職員及び学生の環境負荷低減に対する意識が向上し、自発的、積極的に取組みを 
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行っている。 

・設備面の運用が大幅に改善され、省エネに大きく貢献している。 
③ ハード対策 

・電気、空調、給排水設備等が省エネ性の高い機器に更新されている。 
   ・創エネ・新エネが開発、導入され、キャンパス内で活用されている。 
 
（２）廃棄物・汚染物質処理の適正化 
  ・法令に基づき廃棄物・汚染物質が適正に処理されている。 
  ・廃棄物・汚染物質の排出量の削減が実現している。 
 
 
【計画期間における方向性】 

（１）省資源・省エネルギー対策 
① 削減数値目標達成状況［環境確保条例及び省エネ法］ 

・計画期間における削減数値目標を着実に達成していく。 
② ソフト対策 

・今夏のピークカット対策の検証 
 今夏のピークカット対策のうち、電力の使用状況及びアンケート等を踏まえ、今後 
 無理なく継続可能なものについては継続する。 
・照明の削減、中央空調の室温管理の徹底等 
適正な照度・温湿度となるよう無理のない範囲で継続する。 

・設備の運用改善 
 空調等の運用について管理標準等を活用し改善を図る。 
目標を達成するためには施設課の人的面の強化、委託業者の継続的使用が不可欠。 

・教職員、学生への啓発の強化 
 教職員、学生について、室温管理の適正化、無駄な電力を使用しない（スイッチを 
 小まめに消す等）、実験内容の見直し等の啓発活動の強化を図るため、各種会議での 
 情報提供、ポスターの掲示等を行うとともに、環境負荷低減に係る委員会及び取組 
 みに幅広く参加してもらう。 
また、電力の見える化等によりエネルギー使用の状況を細かく情報提供する。 

・大学ＨＰへの専用コーナーの立上げ 
 教職員、学生への情報提供により環境負荷低減活動への意識を高める。 

③ ハード対策 
・今後の施設改修計画に係る検討・見直し 
 省エネ性の高い機器への更新、照明への人感センサーの取付け、個別空調の改善等 
により高い省エネ効果が望める工事案件を前倒しすること等について、検討を行う。 

・キャンパス内の照明の手動スイッチ化に向けた工事の実施の検討 
・省エネルギー性の高い機器への備品等の更新 
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（２）廃棄物・汚染物質処理の適正化 
・廃棄物・汚染物質処理に関する法令の遵守 

 ・廃棄物・汚染物質の排出量の削減策の検討・立案・実施 
廃棄物の分別処理やリサイクルの徹底 

    PC、不要オフィス家具の再利用 
    ペーパーレスの推進 
    実験方法の見直し           
 
 

２ 環境教育 

【現 状】 

（１）「都市教養プログラム」における環境関連講座の実施 
 ＜平成２３年度＞ 

   「グローバル化・環境」のテーマの下、２２の環境関連講座が実施されている。 
 
（２）学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等） 

 ＜平成２３年度＞ 
   行われていない。 
 
（３）課外活動等における学生主体の環境関連行動 

 ＜平成２３年度＞ 
   「みやこ祭」（大学祭）において、学生が主体的に適正な廃棄物処理を行っている。 
   一方、学生の中には、ごみをごみ箱に入れずに教室等に放置し、たばこの吸い殻を 

所定の場所に捨てず、また、ごみを捨てる際の分別が不十分な者が多い。 
   いわゆる「環境マインド」※を持つ学生の数が少ない。 
   ※環境マインドとは、一般に、環境に対する精神的な働き、意志力をいう。 

 

学内（キャンパス内）に、まだ、エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に学生 
が主体的に参加できるしくみが作られていない。 

 

 

【あるべき姿】 

（１）「都市教養プログラム」における環境関連講座の実施 
環境問題に高い意識を持ち、社会で活躍できる学生の育成につながる環境関連講座 
が「都市教養プログラム」において体系化されている。 

（２）学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等） 
学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する制度が存在しており、これにより、 

学生による主体的な環境関連行動が促進されている。（インターンシップ等） 
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（３）課外活動等における学生主体の環境関連行動 

エコキャンパス ・グリーンキャンパスの推進に向けて、学生が「環境マインド」を 
備えて主体的、積極的に行動している。    

 
 
【計画期間における方向性】 

（１）「都市教養プログラム」における環境関連講座の実施 
・ 「都市教養プログラム」における環境関連講座の体系化、シラバス等への明示 
・ 自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムの導入 

 
（２）学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等） 

・学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する制度の検討（インターンシップ 
等） 

 
（３）課外活動等における学生主体の環境関連行動 
  ・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が主体的に参加できるしくみ 
   づくりの検討及び実施 
 

  （このようなしくみを作り上げた上で、例えば、以下のような活動を検討、推進して 
いく。） 

・ エコキャンパス・グリーンキャンパスを推進する学生の「環境マインド」を育成

するための啓発の展開（廃棄物処理・リサイクル、節電・省エネルギー 等） 
・ 学生が主体となった環境関連行動（学生巡回消灯隊（仮称）等）の促進・育成 
・ 節電によって節減できた経費を、節電に貢献したサークルに活動経費として補助

するしくみ等、学生のインセンティブ向上策の検討 
・ 学生の環境活動を推奨、認定する制度（「エコマイスター」（仮称））の導入 

 
 

３ 環境研究 

【現 状】 

（１）環境に関連する研究 

① 本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究 

行われているが、まだ十分とは言えない。 

② 上記以外の環境全般に関連する研究 

行われているが、まだ十分とは言えない。 

 

（２）環境関連研究を支援・促進する本学の体制 

① 環境関連研究のための資金の確保 
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制度上、担保されていない。 

 
② 支援・促進体制 

 環境関連研究を支援・促進する体制が整っているとは言えない。 
 
 

【あるべき姿】 

 （１）環境に関連する研究 

① 本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究 

研究の成果が、本学の温室効果ガス削減や省エネルギーに大きく役立っている。 

② 上記以外の環境全般に関連する研究 

研究の成果が社会に大きく貢献している。 

 

（２）環境関連研究を支援・促進する本学の体制 

①環境関連研究のための資金の確保 

・ 環境関連研究のための資金が確保されている。 

・ 本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究のための資金が、 

優先的に確保されている。 

・ 節電等省エネルギーにより節減できた経費が、環境関連研究のための資金に充て

られ、さらに省エネルギーが進むといった良い循環が見られる。 

② 支援・促進体制 
 本学において、環境関連研究を支援・促進する体制が整っている。 

 

 

【計画期間における方向性】 

（１）環境に関連する研究 

① 本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究 

本学の温室効果ガス削減や省エネルギーに役立つ研究をさらに進めていく。 

② 上記以外の環境全般に関連する研究 

上記以外の環境全般に関連する研究をさらに進めていく。 

（２）環境関連研究を支援・促進する本学の体制 

① 環境関連研究のための資金の確保 

・環境関連研究のための資金が確保されるしくみの検討・実施 

・本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究のための資金が、 

 優先的に確保されるしくみの検討・実施 

・節電等省エネルギーにより節減できた経費が環境関連研究費に充てられるしくみ 

の検討 

（特に本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究） 
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 ○2  支援・促進体制 

 本学における環境関連研究を支援・促進するしくみの検討・実施 
（特に本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究） 

 

 
４ 環境マネジメント 

【現 状】 

（１）法令等の遵守 
＜平成２２年度＞  
・省エネ法に基づき、エネルギー管理統括者を選任、定期報告書・中長期計画書を 
提出した。 

・環境確保条例に基づき、統括管理者・技術管理者を選任、地球温暖化対策計画書

を提出した。（他キャンパスは報告書を提出。） 
＜平成２３年度（年度途中）＞ 
・省エネ法に基づき、エネルギー管理企画推進者を選任、定期報告書・中長期計画 
書を提出した。 

   ・環境確保条例に基づき、地球温暖化対策計画書を提出した。 
《課題》 

   省エネ法、環境確保条例以外のその他の環境に係る法令の遵守については、各 
部署で取り組んでおり、学内全体の取組体制は構築されていない。 

 
（２）学生や教職員等の協働による自律的・持続的な環境マネジメントシステムの構築 

・運用並びに成果の公開 
＜平成２２年度＞  
・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会、各部会を設置し、基本方針を 
検討した。 

・各部署に環境リーダーを設置し、省エネ推進ポスターの掲示、エコ見回りを実施 
した。 

＜平成２３年度（年度途中）＞ 
・必要に応じてエコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会、部会を開催して 
いる。 

・基本方針を策定した。 
・電力使用抑制調査票への記入を通じて、教職員に、自主的に省エネ策を実行して 
もらった。 

《課題》 
現状では、エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進が広く全教職員に行き 
わたっているとまでは言えない。 
また、学生の参加もほとんどない。 
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今後、全学的に省エネ対策に取り組む必要があるので、幅広い教職員や学生の 
参加が不可欠となる。 
学内で実施されている多様な環境への取組み（教育、研究を含む。）について、 
連携する必要があるが、そのためには、まず、学内における取組みを把握する 
必要がある。 

 
（３）その他（「見える化」の推進、ＰＤＣＡサイクルの管理・運用を含む。） 
  ⅰ）「見える化」の推進 

 ＜平成２２年度＞  
南大沢キャンパスの電力使用量の用途別、棟別の状況を調査し、エコキャンパス・

グリーンキャンパス推進委員会及び南大沢キャンパス部会で公表した。 
＜平成２３年度（年度途中）＞ 
南大沢キャンパス全体の電力使用状況について、リアルタイムに近い形で、HP

で一般に公表、また、一部の棟別の電力の使用状況について、学内に公表した。 
《課題》 
今後、部屋別、用途別の使用状況の見える化についても取り組む必要がある。 

 
  ⅱ）ＰＤＣＡサイクルの管理・運用 

＜平成２２年度（まで）＞  
対策への取組みを開始したばかりで検証等の作業は実施していない。 

＜平成２３年度（年度途中）及び今後の予定＞ 
今夏の電力使用抑制策について検証し、今後の対策の立案に役立てていく。 

   
【あるべき姿】 

（１）法令等の遵守 
・法令等で定められている役職を適切に選任し、十分に機能している。 
・法令等で提出が義務付けられている報告書、計画書を適切に提出している。 
・学内全体において、環境に係る法令違反が発生しない体制が構築されている。 

 
（２）学生や教職員等の協働による自律的・持続的な環境マネジメントシステムの構築 

・運用並びに成果の公開 
 ・学内の環境負荷低減の取組みについて、運営・管理し、構成員の活動を支援する 

体制が構築されている。 
 ・学生が正式な活動メンバーとして教職員と協働して省エネ活動を推進している。 
 ・環境負荷低減に係る取組みについて、HP で公表し、環境報告を年次で公表して 

いる。 
 

（３）その他（「見える化」の推進、ＰＤＣＡサイクルの管理・運用を含む。） 
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  ⅰ）「見える化」の推進 
   各室の電力の使用状況、用途別の使用状況のほか、空調の温度の設定の状況等に 

ついて、「見える化」が実現している。 
  ⅱ）ＰＤＣＡサイクルの管理・運用 
   ・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会の活動が 

 活性化し、ＰＤＣＡサイクルが機能している。 
・環境負荷低減に係る取組みについて、毎年度、効果等を検証し、その結果が、 
取組み方法の見直し、新しい取組みの立案に十分に反映されている。 

     
 
 
【計画期間における方向性】 

（１）法令等の遵守 
・省エネ法、環境確保条例等で定められている法令の遵守 

  ・学内全体の環境マネジメントシステムの一つとして、法令遵守の体制を構築し、 
法令違反が発生しないよう、日々のチェックシステムを検討・構築 

 
（２）学生や教職員等の協働による自律的・持続的な環境マネジメントシステムの構築 

・運用並びに成果の公開 
 ・エコキャンパス・グリーンキャンパス委員会を拡充するなどして、より幅広い 

省エネ体制を構築する。 
・南大沢キャンパス部会の下に、WG 等を設置して、幅広い教職員の参加を実現し、 
学内の状況をさらに把握することにより、取組みを幅広い分野で連携して実行する。 

 ・学生を正式なメンバーとして参加させるとともに、学生の省エネ組織を設置し、 
教職員との協働活動を推進する。 

    ・成果について、HP で公表するとともに、毎年度、取組み状況について、南大沢 
キャンパスの環境白書を作成していく。 

 
（３）その他（「見える化」の推進、ＰＤＣＡサイクルの管理・運用を含む。） 
  ⅰ）「見える化」の推進 

使用電力の「見える化」について、 
① ２７年度以降も視野に入れた中長期的な見地から 
② 学内の使用電力を効率的に抑制していくとの観点から 
③ 専門家の意見を活用して 

    まず、ロードマップを策定する。 
     引き続き、このロードマップに沿って、必要な財政的措置を講じながら、 
    「見える化」を実現していく。 
     
  ⅱ）ＰＤＣＡサイクルの管理・運用 
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   ・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会の活動を 

活性化していく。 
   ・取り組んだ対策について、委員会及び部会等の構成員、事務局が効果の実績報告 
    を行い、取組み方法の見直し、新しい取組みに反映するよう、各段階の委員会、  
    部会等で検討していく。 
 

５ 地域社会貢献 

【現 状】 

○ 都民・事業者、東京都・八王子市等との連携 

＜平成２３年度＞ 
・納品業者等のデイーゼル車規制 
・放射線測定のモニタリングポストの設置（年度内予定） 
・オープンユニバーシティにおける環境関連講座の地域住民・都民等への提供 

９講座（無料講座２、有料講座７） 

 
【あるべき姿】 

○ 都民・事業者、東京都・八王子市等との連携 

・東京都及び八王子市の環境対策に協力している。 

   ・環境学習や環境研究の成果を地域社会に還元している。 

  ・オープンユニバーシティにおいて環境関連講座が地域住民・都民等へ十分に提供 

されている。 

 

 

【計画期間における方向性】 

○ 都民・事業者、東京都・区市町村等との連携 

・東京都及び八王子市役所等の関係部署と協議体制を構築していく。 
・地域のＮＰＯその他の団体と連携した取組みを検討・推進していく。 
・オープンユニバーシティにおける環境関連講座を充実していく。 

 

 

   ６ 計画の進行管理 

   エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会が行う。 

    必要に応じて、エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会や教育研究審議会、 

経営審議会へ報告を行う。 
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資料１－３

計画期間における方向性

22年度 23年度（1月末現在） 24～26年度

【条例】
温室効果ｶﾞｽ
(南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽのみ）

22～26年度において、基準排出量比5年平均8%削減義務の達成
対基準排出量比
▲4.9%
（削減目標▲5.6%）

対基準排出量比
▲15.3%
（削減目標▲6.8%）

24年度　削減目標▲8%
25年度　削減目標▲9.2%
26年度　削減目標▲10.4%

【省エネ法】
原油換算使用量
（法人全体）

22～26対年度において、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位5年平均1%削減目標の達成
対前年度比
▲0.6%
（削減目標▲1%）

対前年度比
▲13.4%
（削減目標▲1%）

24年度　削減目標▲1%
25年度　削減目標▲1%
26年度　削減目標▲1%

・教職員及び学生の環境負荷低減に対する意識の向上、自発的、積極的な取
組みの実現
・設備面の運用の大幅改善による省ｴﾈへの大きな貢献

・啓発等
・管理標準の作成
・計画停電対策

・ﾋﾟｰｸｶｯﾄ対策
・使用電力の「見える化」

・ﾋﾟｰｸｶｯﾄ対策の検証
・照明の削減、中央空調の室温管理の徹底等
・設備の運用改善
・教職員、学生への啓発の強化
・大学HPの専用ｺｰﾅｰの立上げ

・電気、空調、給排水設備等の省ｴﾈ性の高い機器への更新
・創ｴﾈ・新ｴﾈの開発・導入によるｷｬﾝﾊﾟｽ内での活用の実現

ｴｺに資する施設の改修 ｴｺに資する施設の改修
・今後の施設改修計画に係る検討、見直し
・ｷｬﾝﾊﾟｽ内の照明の手動ｽｲｯﾁ化に向けた工事の実施の検討
・省ｴﾈﾙｷﾞｰ性の高い機器への備品等の更新

・法令に基づく廃棄物・汚染物質の適正処理
・廃棄物・汚染物質の削減の実現

法令に基づく廃棄物・汚染物
質の適正処理

法令に基づく廃棄物・汚染物質の
適正処理

・廃棄物・汚染物質処理に関する法令遵守
・廃棄物・汚染物質の削減策の検討、立案、実施

環境問題に高い意識を持ち、社会で活躍できる学生の育成につながる環境関
連講座の「都市教養ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」における体系化の実現

「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化・環境」のﾃｰﾏの下、22
の環境関連講座の実施

・「都市教養ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」における環境関連講座の体系化、ｼﾗﾊﾞｽ等への明示
・自然体験型（ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの導入

学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する制度が存在し、これにより学
生による主体的な環境関連行動の促進の実現（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等）

行われていない 学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する制度の検討（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等）

ｴｺｷﾔﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽの推進に向けて、学生が「環境ﾏｲﾝﾄﾞ」を備えての主
体的、積極的な行動の実現

・大学祭においては学生が主体的
に適正な廃棄物処理の実施
・一方、学生の中には「環境ﾏｲﾝﾄﾞ」
を持つ学生の数は少ない
・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ推進に
学生が主体的に参加できるしくみ
が作られていない

ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽの推進に学生が主体的に参加できるしくみづくりの検
討・実施

（このようなしくみを作り上げた上で、例えば、以下のような活動を検討、推進し
ていく）
・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽを推進する学生の「環境ﾏｲﾝﾄﾞ」を育成するための啓
発の展開（廃棄物処理・ﾘｻｲｸﾙ・節電省ｴﾈ）
・学生が主体となった環境関連行動（学生巡回消灯隊（仮称）等）の促進・育成
・節電によって節減できた経費を、節電に貢献したｻｰｸﾙ等に活動経費として補
助するしくみ等、学生のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ向上策の検討
・学生の環境活動を推奨、認定する制度（「ｴｺﾏｲｽﾀｰ」（仮称））の導入

エコキャンパス・グリーンキャンパス推進基本計画　別表　（平成24～26年度）

＜首都大学東京＞
＝　南大沢キャンパス　＝

②ソフト対策

③ハード対策

項目

廃棄物・汚染物質処理

(2)廃棄物・汚染物質処理の適正化

１　環境負荷軽減

(1)省資源・省ｴﾈﾙｷﾞｰ対策

①削減数値目標達成状況

現状
あるべき姿

(1)「都市教養ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」における環境関連講座の実施

２　環境教育

(2)学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等）

(3)課外活動等における学生主体の環境関連行動
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資料１－３

計画期間における方向性

22年度 23年度（1月末現在） 24～26年度
項目

現状
あるべき姿

３　環境研究

(1)環境に関連する研究

研究の成果が、本学の温室効果ｶﾞｽの削減や省ｴﾈﾙｷﾞｰに大きく役立っている
行われているが、まだ十分とは言
えない

本学の温室効果ｶﾞｽの削減や省ｴﾈﾙｷﾞｰに役立つ研究をさらに進めていく

研究の成果が社会に大きく貢献
行われているが、まだ十分とは言
えない

上記以外の環境全般に関連する研究をさらに進めていく

・環境関連研究のための資金が確保されている
・本学における温室効果ｶﾞｽの削減や省ｴﾈﾙｷﾞｰに役立つ研究のための資金が
優先的に確保されている
・節電等省ｴﾈﾙｷﾞｰにより節減できた経費が、環境関連研究のための資金に充
てられ、さらに省ｴﾈﾙｷﾞｰが進むといった良い循環が見られる

制度上、担保されていない

・環境関連研究のための資金が確保されるしくみの検討・実施
・本学における温室効果ｶﾞｽの削減や省ｴﾈﾙｷﾞｰに役立つ研究のための資金
が、優先的に確保されるしくみの検討・実施
・節電等省ｴﾈﾙｷﾞｰにより節減できた経費が環境関連研究費に充てられるしく
みの検討

本学において、環境関連研究を支援・促進する体制が整っている
環境関連研究を支援・促進する体
制が整っているとは言えない

本学における環境関連研究を支援・促進するしくみの検討・実施

・ｴﾈﾙｷﾞｰ管理統括者の選任
・定期報告書、中長期計画書
の提出

・ｴﾈﾙｷﾞｰ管理企画推進者の選任
・定期報告書、中長期計画書の提
出

・統括管理者、技術管理者の
選任
・地球温暖化対策計画書の提
出

・地球温暖化対策計画書の提出

・学内の環境負荷低減の取組みについての運営・管理及び構成員の活動を支
援する体制の構築
・学生が正式な活動ﾒﾝﾊﾞｰとして教職員と協働して省ｴﾈ活動を推進
・環境負荷低減に係る取組みのHP公表、環境報告書の年次公表

・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ推
進委員会、部会の設置
・各部署に環境ﾘｰﾀﾞｰを設置
しｴｺ見回り等の実施

・必要に応じたｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬ
ﾝﾊﾟｽ推進委員会、部会の開催
・基本方針の策定
・電力使用抑制調査票を通じた教
職員の自主的な省ｴﾈ策の実行

・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ委員会の拡充、より幅広い省ｴﾈ体制の構築
・南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽ部会の下に幅広い教職員参加のWG等の設置、幅広い分野で
の連携した取組みの実行
・学生の省エネ組織の設置、学生と教職員との協働活動の推進
・成果についてのHP公表、取組み状況についての環境白書の毎年度作成

・各室の電力使用状況、用途別使用状況、空調温度の設定状況等についての
「見える化」の実現

南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽの電力使用量
の用途別、棟別の状況調査

南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽの電力使用状況のﾘ
ｱﾙﾀｲﾑに近いものをHPに公表

まず、ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを策定し、これに沿って必要な財源措置を講じながら「見える
化」の実現

・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ推進委員会南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽ部会の活動の活性化、
PDCAｻｲｸﾙの機能の実現
・環境負荷低減に係る取組みの効果等の毎年度検証、新しい取組みの立案へ
の十分な反映

対策への取組みを開始したば
かりで検証等は未実施

今夏の電力使用抑制策について検
証し、今後の対策の立案に役立て
る

・ｴｺｷｬﾝﾊﾟｽ・ｸﾞﾘｰﾝｷｬﾝﾊﾟｽ推進委員会南大沢ｷｬﾝﾊﾟｽ部会の活動の活性化
・取組み方法の見直し、新しい取組みに反映するよう委員会・部会での検討

・東京都及び八王子市の環境対策への協力
・環境学習や環境研究の成果を地域社会へ還元
・ｵｰﾌﾟﾝﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨにおける環境関連講座の地域住民・都民等への十分な提供
の実現

納品業者等のﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車規制

・納品業者等のﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車規制
・放射能測定のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄの設
置
・ｵｰﾌﾟﾝﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨにおける環境関
連講座の地域住民・都民等への提
供9講座

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制の構築
・地域のNPOその他の団体との連携した取組みの検討・推進
・ｵｰﾌﾟﾝﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨにおける環境関連講座の充実

都民・事業者・東京都・八王子市との
連携

省エネ法に基づくもの

学生や教職員等の協働による自
律的・持続的な環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
の構築・運用並びに成果の公開

ⅰ）「見える化」の推進

環境確保条例に基づくもの

②支援・促進体制

(3)その他

５　地域社会貢献

(2)環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの構築

①環境関連研究のための資金の確保

・省エネ法、環境確保条例等で定められている法令の遵守
・法令遵守の体制の構築、日々のﾁｪｯｸｼｽﾃﾑの検討・構築

４　環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

(1)法令等の遵守

・法令等で定められている役職の適切な選任、十分な機能の実現
・法令等で提出が義務付けられている報告書、計画書の適切な提出
・学内全体において、環境に係る法令違反が発生しない体制の構築

ⅱ）PDCAｻｲｸﾙの管理・運用

①本学における温室効果ｶﾞｽの削減や省ｴﾈﾙｷﾞｰに役立つ研究

②上記以外の環境全般に関連する研究

(2)環境関連研究を支援・促進する本学の体制
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資料１－４ 
 

平成２４年度 エコキャンパス・グリーンキャンパス推進 実施計画 

   ＜首都大学東京 南大沢キャンパス＞ 

 

 

１ はじめに 

   本キャンパスには、東京都の環境確保条例において厳しい温室効果ガス削減義務が 

  課されており、その達成のためには本格的にエコキャンパス・グリーンキャンパスを 

推進していく必要がある。 

   このため、平成２４年３月、現下の削減期間（２２年度から２６年度の５年間で年 

平均８％）における義務を達成することを第一義に考慮し、２４年度から２６年度ま 

での３か年（条例上の第一計画期間のうち２４年度以降の残りの期間（年度））を計画 

期間として、「エコキャンパス・グリーンキャンパス推進 基本計画＜首都大学東京 南 

大沢キャンパス＞」を定めたところである。 

 本実施計画は、上記基本計画に基づき、平成２４年度に実施すべき事項を具体的に 

明らかにするものである。 

 なお、本年５月１４日に東京都環境局が「東京都省エネ・エネルギーマネジメント 

推進方針」を策定していることから、本実施計画については、同方針を踏まえて実施 

していく。 

 

  ※１ 条例上の削減計画期間は以下のとおり。 

【第一計画期間】平成２２～２６年度（年平均８％の温室効果ガス削減義務） 

 【第二計画期間】平成２７～３１年度（年平均１７％の温室効果ガス削減義務） 

※２ 上記削減義務は南大沢キャンパスのみが対象となっている。 

※３ 省エネ法により、両期間を通じて法人全体に年１％の使用エネルギー削減義務が課され 

ている。 

 

 

２ 計画の内容 

別表のとおり。 

 

 

   ３ 計画の進行管理 

   エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会が行う。 

    必要に応じて、エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会や教育研究審議会、 

経営審議会へ報告を行う。 

 
 

20



資料１－４

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

【条例】
温室効果ガス
(南大沢キャンパスのみ）

24年度　削減目標▲8%（基準排出量比）
25年度　削減目標▲9.2%（　　  〃　　  ）
26年度　削減目標▲10.4%（　  〃　　　）

※基準排出量：14～16年度における温室効果ガス排
出量の年平均 　11,592［t-CO2］

削減目標▲8%(基準排出
量(14～16年度の温室効
果ガス排出量の年平均、
11,592［t-CO2］）比）の達
成

削減目標▲9.2%(基準排
出量（14～16年度の温室
効果ガス排出量の年平
均、11,592［t-CO2］）比）
の達成

削減目標▲10.4%(基準排
出量（14～16年度の温室
効果ガス排出量の年平
均、11,592［t-CO2］）比)
の達成

１　24年度はこれまでの計画どおり、8%(基準排出量（14～16年度の温室効果ガス排出量の年
平均、11,592［t-CO2］）比）削減する。
２　25年度、26年度についてはこれまでの計画どおり、各々、9.2％、10.4％(基準排出量（14～16
年度の温室効果ガス排出量の年平均、11,592［t-CO2］）比)削減する。
【理由】
①22～26年度で年平均8％の削減が条例で規定されており、22年度に5.2％、23年度に14.6%削
減したため、条例で定める数字を達成するためには今後３か年で合計20.2%以上の削減が必要
となる。
②今年度を含め今後３年間について、気候を含めどのような状況になるか現時点においては不
明なため目標はこれまでの計画どおりとする。
③27～31年度には年平均で17％の削減が義務付けられており、27年度以降の厳しい削減目標
に向けて、段階的かつ計画的に削減していく必要がある。

【省エネ法】
原油換算使用量
（法人全体）

24年度　削減目標▲1%（前年度比）
25年度　削減目標▲1%（　　〃 　　）
26年度　削減目標▲1%（　　〃　 　）

削減目標▲1％（前年度
比）の達成

削減目標▲1％（前年度
比）の達成

削減目標▲1％（前年度
比）の達成

・24年度については、23年度に大幅にエネルギー使用量が削減されているため、極めて困難な
目標となるが、省エネ法に基づき、目標達成に向け努力する。

・照明の削減、中央空調の室温管理の徹底等
現在実施している照明、
空調対策の検証

検証結果の反映
・適正な照度を確保した照明の削減方法、適正な温湿度の範囲内での中央空調の室温管理等
についてキャンパス内の状況を調査する。

・設備の運用改善
23年度に行った空調設備
の運用の一層の改善

空調等の設備の運用改
善の取組み

・23年度に行った空調設備の運用について技術面から検討し、一層の改善を行う。

・教職員、学生への啓発の強化

・ポスターによる節電等
の啓発強化

・大学のＨＰにおける電力
使用状況の情報提供の
継続、充実

・教職員、学生に対する室温管理の適正化、無駄な電力を使用しない等の啓発活動の強化の
ため、ポスターを掲示する。

・大学のＨＰにおける電力使用状況の情報提供について継続し、充実を図る。

・大学HPの専用コーナーの立上げ 立上げ 掲載内容の充実 ・大学HPに専用コーナーを開設する。

１　環境負荷軽減

(1)省資源・省エネルギー対策

①削減数値目標の達成

②ソフト対策

平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

各年度における実施事項
項目 平成２４年度実施項目
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資料１－４

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

各年度における実施事項
項目 平成２４年度実施項目

・今後の施設改修計画に係る検討、見直し
各施設改修工事における
省エネルギー性の高い機
器への更新

・24年度に実施予定の照明設備更新工事、理工系実験空調換気設備改修工事、給排水衛生
設備改修工事において蛍光灯のインバータ化、ダウンライト照明のＬＥＤ化等省エネルギー性の
高い機器への更新を進める。

・キャンパス内の照明の手動スイッチ化に向けた工事
の実施の検討

キャンパス内の照明につ
いて状況を調査

調査結果の検討 ・照明の手動スイッチ化に向けた工事についてキャンパス内の照明の状況を調査する。

・省エネルギー性の高い機器への備品等の更新

キャンパス内のサーバ等
機器の集約及び学外の
データセンタの活用の検
討

次期教育研究用システム
（センター系）の稼働

・使用電力量の削減につながるキャンパス内のサーバ等の集約及び学外データセンタの活用
について検討する。

・廃棄物・汚染物質処理に関する法令の遵守
環境関連法規管理台帳
の作成

環境関連法規管理台帳
の内容の充実

環境関連法規管理台帳
の法人全体への展開

・関係部署と連携してデータを収集し、環境関連法規台帳を作成する。

・廃棄物・汚染物質の排出量の削減策の検討・立案・
実施

・廃棄物の分別処理及び
リサイクルの調査

・ペーパーレスの推進策
についての検討

・調査に基づく廃棄物の
分別処理及びリサイクル
改善策の検討

・ペーパーレスの推進策
の立案

・廃棄物の分別処理及び
リサイクルの一層の徹底

・ペーパーレスの推進策
の実施

・廃棄物の分別処理やリサイクルについて現状を調査する。

・関係部署と連携してペーパーレスの推進策について検討する。

・「都市教養プログラム」における環境関連講座の体
系化

都市教養プログラムの再
編と環境関連講座の体
系化

環境関連講座の周知、実
施

・「都市教養プログラム」は24年度中に教養科目と基盤科目への再編を行い、25年度から開講
する予定となっている。これにあわせて、関連する部会において環境に関連する講座について、
「環境関連講座」の体系化を行い、都市教養プログラム科目一覧等へ「環境関連講座」と表示す
ることを教務委員会等で検討する。

・東京都、八王子市と連携した自然体験型（グリーン
キャンパス）プログラムの導入の検討・実施

導入（講義の一環として
年４回実施）

継続して実施
・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて東京都、八王子市と連携し導入、自然・
文化ツーリズムコースの講義の一環として保全地域の保全活動（下草刈り、間伐作業、植生調
査）を実施する。（計４回）

・学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する
制度の検討（インターンシップ等）

制度の検討
現在の学内の環境関連講座について調査し、学生が行う環境関連行動に対して単位を付与す
る制度（インターンシップ、地域の貢献活動等）について検討する。

・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が
主体的に参加できるしくみの検討・構築

学生が主体的に参加でき
るしくみの検討

しくみづくり
・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が主体的に参加できるしくみについて、全学
的に検討する。

２　環境教育

(2)廃棄物・汚染物質処理の適正化

③ハード対策

(3)課外活動等における学生主体の環境関連行動

(2)学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等）

(1)環境関連講座の実施
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資料１－４

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

各年度における実施事項
項目 平成２４年度実施項目

・本学の温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立
つ研究の一層の推進

研究
成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めていく。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に広く公開して環境に関連する研究の気運
を高める。

・上記以外の環境全般に関連する研究の一層の推進
研究
成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めていく。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に広く公開して環境に関連する研究の気運
を高める。

・節電等省エネルギーにより節減できた経費が環境
関連研究費（本学における温室効果ガスの削減や省
エネルギーに役立つ研究）に充てられるしくみの検討

しくみの検討
・環境関連研究のための資金が確保されるしくみについて全学的に検討していく。
・環境関連研究に外部資金が導入されるよう努める。

本学における環境関連研究を支援・促進するしくみの
検討・実施

しくみの検討 ・本学における環境関連研究を支援・促進するしくみについて全学的に検討する。

・省エネ法、環境確保条例等で定められている法令
の遵守

役職者の適切な選任
報告書・計画書の適切な
提出

・省エネ法関係で定める役職（エネルギー管理統括者、エネルギー管理企画推進者等）を適切
に選任する。
・省エネ法で定める中長期計画書、定期報告書及び環境確保条例で定める地球温暖化対策計
画書を適切に提出する。

・法令遵守の体制の構築、日々のチェックシステ
ムの検討・構築

環境関連法規管理台帳
の作成

環境関連法規管理台帳
の内容の充実

環境関連法規管理台帳
の法人全体への展開

・関係部署と連携してデータを収集し、環境関連法規台帳を作成する。（再掲）

(1)法令等の遵守

４　環境マネジメント

①本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究

②上記以外の環境全般に関連する研究

(2)環境関連研究を支援・促進する本学の体制

①環境関連研究のための資金の確保

②支援・促進体制

３　環境研究

(1)環境に関連する研究
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資料１－４

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

各年度における実施事項
項目 平成２４年度実施項目

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会の拡
充などより幅広い省エネ体制の構築

委員会の拡充等
・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会に必要なメンバーを新たに加えるなどして体制
の整備を進める。

・南大沢キャンパス部会の下に幅広い教職員参加の
WG等の設置

幅広い教職員が参加す
るしくみづくり

・現在設置されている環境リーダーの拡充、電力使用抑制取組担当との統合を含め、幅広い教
職員の参加が可能となるしくみについて検討する。

・幅広い分野での連携した取組み
幅広い教職員が参加す
る取組みの検討

取組み ・幅広い教職員が参加する取組みについて全学的に検討する。

・学生の省エネ組織の設置
学生が主体となった省エ
ネ組織の設置に向けた検
討

・学生が主体となった省エネ組織の設置に向けて全学的に検討する。

・学生と教職員との協働活動の推進
学生と教職員との協働に
よる活動の検討・実施

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に向けた学生と教職員との協働活動について全学的
に検討・実施していく。

・成果についてのHP公表 ＨＰ公表
・大学HPの専用コーナーに、エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に向けた活動の成果を掲
載する。

・取組み状況についての環境白書の作成 環境白書の作成準備 環境白書の作成 ・環境白書の作成に向けて準備する。

まず、ロードマップを策定し、これに沿って必要な財源
措置を講じながら「見える化」を実現

ロードマップの策定
ロードマップに基づく「見
える化」の推進

・ロードマップを策定し、必要な予算要求等を行う。

・実現可能な「見える化」推進策を実施する。

・南大沢キャンパス部会の活動の活性化 活性化策の検討 活性化策の実行 活性化策の見直し ・南大沢キャンパス部会の活性化について、ＷＧを設置して、幅広く検討する。

・取組み方法の見直し、新しい取組みへの反映につ
いて委員会・部会で検討

点検（Ｃｈｅｃｋ）、見直し
（Ａｃｔｉｏｎ）の実行
計画（Ｐｌａｎ）、実行（Ｄｏ）
への反映

・取り組んだ対策について取りまとめを行い、取組み方法の見直し、新しい取組みへの反映につ
いて検討する。

ⅱ）PDCAサイクルの管理・
運用

ⅰ）「見える化」の推進

(3)その他

(2)環境マネジメントシステムの構築
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資料１－４

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

各年度における実施事項
項目 平成２４年度実施項目

・東京都、八王子市と連携した自然体験型（グリーン
キャンパス）プログラムの導入の検討・実施（再掲）

導入（講義の一環として
年４回実施）

継続して実施
・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて東京都、八王子市と連携し導入、自然・
文化ツーリズムコースの講義の一環として保全地域の保全活動（下草刈り、間伐作業、植生調
査）を実施する。（計４回）（再掲）

・オープンユニバーシティにおける環境関連講座の提
供

提供 ・オープンユニバーシティにおいて環境関連講座を引き続き開設していく。

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制の
構築

東京都、八王子市等の関
係部署とのネットワークづ
くり

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制の構築を進める。

・地域のNPOその他の団体との連携した取組みの検
討・推進

検討・推進 ・地域のNPOその他の団体との連携した取組みを検討・推進する。

備考

５　地域社会貢献
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資料１－５

計画期間における方向性 実施事項

平成24～26年度 平成24年度

【条例】
温室効果ガス
(南大沢キャンパスのみ）

24年度　削減目標▲8%（基準排出量比）
25年度　削減目標▲9.2%（　　  〃　　  ）
26年度　削減目標▲10.4%（　  〃　　　）

※基準排出量：14～16年度における温室効果ガス排
出量の年平均 　11,592［t-CO2］

削減目標▲8%(基準排出量(14～16年度の温室
効果ガス排出量の年平均、11,592［t-CO2］）
比）の達成

１　24年度はこれまでの計画どおり、8%(基準排出量
（14～16年度の温室効果ガス排出量の年平均、
11,592［t-CO2］）比）削減する。
２　25年度、26年度についてはこれまでの計画どお
り、各々、9.2％、10.4％(基準排出量（14～16年度の温
室効果ガス排出量の年平均、11,592［t-CO2］）比)削
減する。
【理由】
①22～26年度で年平均8％の削減が条例で規定され
ており、22年度に5.2％、23年度に14.6%削減したため、
条例で定める数字を達成するためには今後３か年で
合計20.2%以上の削減が必要となる。
②今年度を含め今後３年間について、気候を含めど
のような状況になるか現時点においては不明なため
目標はこれまでの計画どおりとする。
③27～31年度には年平均で17％の削減が義務付け
られており、27年度以降の厳しい削減目標に向けて、
段階的かつ計画的に削減していく必要がある。

・　特定温室効果ガスを基準排出量（平成14～16年度の平均）比８％以上削減した。
   【平成24年4月～25年3月（実績）　基準排出量比13,3％減 】
              ⇒　目標値を大きく上回って達成
 

【省エネ法】
原油換算使用量
（法人全体）

24年度　削減目標▲1%（前年度比）
25年度　削減目標▲1%（　　〃 　　）
26年度　削減目標▲1%（　　〃　 　）

削減目標▲1％（前年度比）の達成
・24年度については、23年度に大幅にエネルギー使
用量が削減されているため、極めて困難な目標となる
が、省エネ法に基づき、努力目標とする。

・　エネルギー使用量（原油換算）の前年度比１％削減は、達成できなかった。
　【平成24年4月～25年3月（実績）対前年度比0.8％増（平成22年度比9.3％減）】
　　　　　　⇒　目標は未達成

・照明の削減、中央空調の室温管理の徹底等 現在実施している照明、空調対策の検証
・適正な照度を確保した照明の削減方法、適正な温湿
度の範囲内での中央空調の室温管理等についてキャ
ンパス内の状況を調査する。

・キャンパス内の照明、室温等についてアンケート調査及び実地の計測を行った。
　【平成25年度は、調査結果に基づき、適正な照度を確保した照明の削減方法、適
正な温湿度の範囲内での中央空調の室温管理等について検証し、実施する。】
　　　    ⇒ 実施項目は実施済

・設備の運用改善
23年度に行った空調設備の運用の一層の改
善

・23年度に行った空調設備の運用について技術面か
ら検討し、一層の改善を行う。

・空調設備の運用改善について検討し、冬期におけるガス使用空調について、効率
的に運用した。
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・教職員、学生への啓発の強化

・ポスターによる節電等の啓発強化

・大学のＨＰにおける電力使用状況の情報提
供の継続、充実

・教職員、学生に対する室温管理の適正化、無駄な電
力を使用しない等の啓発活動の強化のため、ポス
ターを掲示する。

・大学のＨＰにおける電力使用状況の情報提供につ
いて継続し、充実を図る。

・省エネルギーの啓発、夏期及び冬期の電力使用抑制について、それぞれ、ポス
ターを掲示した。

・大学のHPに引き続き電力使用状況について情報を提供するとともに、画面を充実
した。
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・大学HPの専用コーナーの立上げ 立上げ ・大学HPに専用コーナーを開設する。

・大学HPのトップページに「エコキャンパス・グリーンキャンパス～環境負荷の軽減
～」という専用コーナーを開設し、エコキャンパス・グリーンキャンパスについて実施し
た取組み、成果等を掲載した。
    　　⇒ 実施項目は実施済

「平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画」に係る実施状況について

②ソフト対策

項目 平成２４年度実施項目

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

実施状況（年度末）

１　環境負荷軽減

(1)省資源・省エネルギー対策

①削減数値目標の達成
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資料１－５

計画期間における方向性 実施事項

平成24～26年度 平成24年度

「平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画」に係る実施状況について

項目 平成２４年度実施項目

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

実施状況（年度末）

・今後の施設改修計画に係る検討、見直し
各施設改修工事における省エネルギー性の高
い機器への更新

・24年度に実施予定の照明設備更新工事、理工系実
験空調換気設備改修工事、給排水衛生設備改修工
事において蛍光灯のインバータ化、ダウンライト照明
のＬＥＤ化等省エネルギー性の高い機器への更新を
進める。

・蛍光灯のインバータ化、ダウンライト照明のLED化等省エネルギー性の高い機器へ
の更新を進めた。
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・キャンパス内の照明の手動スイッチ化に向けた工
事の実施の検討

キャンパス内の照明について状況を調査
・照明の手動スイッチ化に向けた工事についてキャン
パス内の照明の状況を調査する。

・キャンパス内の照明のスイッチの状況を調査した。
　【平成25年度は、調査結果に基づき、節電に効果的な手動スイッチ化について検討
する。】
　　　　⇒ 実施項目は実施済

・省エネルギー性の高い機器への備品等の更新
キャンパス内のサーバ等機器の集約及び学外
のデータセンタの活用の検討

・使用電力量の削減につながるキャンパス内のサー
バ等の集約及び学外データセンタの活用について検
討する。

・キャンパス内のサーバの一部について、学外データセンタの活用する委託契約を
締結した。
【平成25年度は、夏期より外部活用を行い、使用電力を削減する。】
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・廃棄物・汚染物質処理に関する法令の遵守 環境関連法規管理台帳の作成
・関係部署と連携してデータを収集し、環境関連法規
台帳を作成する。

・環境関連法規台帳を作成した。
　【平成25年度以降は、内容を充実し、法人全体に展開する。】
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・廃棄物・汚染物質の排出量の削減策の検討・立案・
実施

・廃棄物の分別処理及びリサイクルの調査

・ペーパーレスの推進策についての検討

・廃棄物の分別処理やリサイクルについて現状を調査
する。

・関係部署と連携してペーパーレスの推進策について
検討する。

・廃棄物の分別処理、リサイクルの状況等について実態を調査した。
　【平成25年度は、調査結果に基づき、廃棄物の排出量の削減、リサイクル率の向
上等の改善策について検討する。】
　　　　　　⇒　実施項目は実施済

・「都市教養プログラム」における環境関連講座の体
系的整理と周知

都市教養プログラムの再編と環境関連講座の
体系的整理

・「都市教養プログラム」は24年度中に教養科目と基
盤科目への再編を行い、25年度から開講する予定と
なっている。これにあわせて、関連する部会において
環境に関連する講座について、「環境関連講座」の体
系化を行い、都市教養プログラム科目一覧等へ「環境
関連講座」と表示することを教務委員会等で検討す
る。

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢部会において、都市教養プ
ログラムの中から、「環境関連講座」を選定し、リーフレットを作成した。
　【平成25年度は、リーフレットを学生に配付し、学生による環境関連講座の履修を
奨励する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・東京都、八王子市と連携した自然体験型（グリーン
キャンパス）プログラムの導入の検討・実施

導入（講義の一環として年４回実施）

・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについ
て東京都、八王子市と連携し導入、自然・文化ツーリ
ズムコースの講義の一環として保全地域の保全活動
（下草刈り、間伐作業、植生調査）を実施する。（計４
回）

・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて、東京都、八王子市と連携
し、自然・文化ツーリズムコースの講義の一環として、保全活動（下草刈り、間伐作
業、植生調査）を計４回実施した。（6月10日、7月22日、11月18日、12月16日実施）
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する
制度の検討（インターンシップ等）

制度の検討
現在の学内の環境関連講座について調査し、学生が
行う環境関連行動に対して単位を付与する制度（イン
ターンシップ、地域の貢献活動等）について検討する。

・学生が行う環境関連行動に対し単位を付与する制度について、インターンシップ等
調査検討WGを設置し、調査、検討を行った。
　【平成25年度は、引き続き、WGで調査、検討する。】
　　　　　⇒　実施項目は実施済

(2)学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等）

(1)環境関連講座の実施

２　環境教育

(2)廃棄物・汚染物質処理の適正化

③ハード対策
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資料１－５

計画期間における方向性 実施事項

平成24～26年度 平成24年度

「平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画」に係る実施状況について

項目 平成２４年度実施項目

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

実施状況（年度末）

・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生
が主体的に参加できるしくみの検討・構築

学生が主体的に参加できるしくみの検討
・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が
主体的に参加できるしくみについて、全学的に検討す
る。

・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が主体的に参加できるしくみにつ
いて、課外活動検討WGを設置し、検討した。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・本学の温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立
つ研究の一層の推進

研究
成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めてい
く。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に
広く公開して環境に関連する研究の気運を高める。

・環境に関連する研究テーマにより研究者交流サロンを実施した。
　　6月22日開催　「環境とエネルギー」
　　12月21日開催　「都市と環境」
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・上記以外の環境全般に関連する研究の一層の推
進

研究
成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めてい
く。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に
広く公開して環境に関連する研究の気運を高める。

・環境に関連する研究テーマにより研究者交流サロンを実施した。
　　6月22日開催　「環境とエネルギー」
　　12月21日開催　「都市と環境」
　　　　　⇒　実施項目は実施済
　

・節電等省エネルギーにより節減できた経費が環境
関連研究費（本学における温室効果ガスの削減や省
エネルギーに役立つ研究）に充てられるしくみの検討

しくみの検討
・環境関連研究のための資金が確保されるしくみにつ
いて全学的に検討していく。
・環境関連研究に外部資金が導入されるよう努める。

・環境関連研究資金確保調査検討WGを設置し、調査、検討を行った。
　【平成25年度は、引き続き、WGで調査、検討する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

本学における環境関連研究を支援・促進するしくみ
の検討・実施

しくみの検討
・本学における環境関連研究を支援・促進するしくみ
について全学的に検討する。

・環境マネジメント検討WGを設置し、検討を行った。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・省エネ法、環境確保条例等で定められている法令
の遵守

役職者の適切な選任
報告書・計画書の適切な提出

・省エネ法関係で定める役職（エネルギー管理統括
者、エネルギー管理企画推進者等）を適切に選任す
る。
・省エネ法で定める中長期計画書、定期報告書及び
環境確保条例で定める地球温暖化対策計画書を適
切に提出する。

・省エネ法関係で定める役職者を選任した。（エネルギー管理統括者：事務局長、エ
ネルギー管理企画推進者：総務部長）
・７月に省エネ法で定める中長期計画書及び定期報告書を環境省及び文部科学省
に提出し、１１月に環境確保条例で定める地球温暖化対策計画書を東京都に提出し
た。
　　　　⇒　実施項目は実施済

・法令遵守の体制の構築、日々のチェックシステ
ムの検討・構築

環境関連法規管理台帳の作成
・関係部署と連携してデータを収集し、環境関連法規
台帳を作成する。（再掲）

・環境関連法規台帳を作成した。
　【平成25年度以降は、内容を充実し、法人全体に展開していく。】（再掲）
　　　　⇒　実施項目は実施済

①環境関連研究のための資金の確保

②支援・促進体制

４　環境マネジメント

(1)法令等の遵守

(3)課外活動等における学生主体の環境関連行動

３　環境研究

(1)環境に関連する研究

①本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究

②上記以外の環境全般に関連する研究

(2)環境関連研究を支援・促進する本学の体制
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資料１－５

計画期間における方向性 実施事項

平成24～26年度 平成24年度

「平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画」に係る実施状況について

項目 平成２４年度実施項目

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

実施状況（年度末）

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会の
拡充などより幅広い省エネ体制の構築

委員会の拡充等
・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会に必
要なメンバーを新たに加えるなどして体制の整備を進
める。

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢部会の委員について、関係
各部署の委員を拡充した。（委員数14名⇒20名）
【拡充した委員：大学教育センター長、学生サポートセンター副センター長、産学公連
携センター事務長、学生課長、教務課長、学術情報基盤センター事務室事務長】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・南大沢キャンパス部会の下に幅広い教職員参加の
WG等の設置

幅広い教職員が参加するしくみづくり
・現在設置されている環境リーダーの拡充、電力使用
抑制取組担当との統合を含め、幅広い教職員の参加
が可能となるしくみについて検討する。

・庶務担当係長等を新たに環境リーダーに選任し、打合せ会を開催し、今後における
環境リーダーの拡充等について検討した。
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・幅広い分野での連携した取組み 幅広い教職員が参加する取組みの検討
・幅広い教職員が参加する取組みについて全学的に
検討する。

・環境マネジメント検討WGを設置し、幅広い教職員が参加する取組み、学生が参加
できるしくみについて検討を行った。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・学生の省エネ組織の設置
学生が主体となった省エネ組織の設置に向け
た検討

・学生が主体となった省エネ組織の設置に向けて全学
的に検討する。

・課外活動検討WGを設置し、学生が主体となった省エネ組織について検討を行っ
た。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　　⇒　実施項目は実施済

・学生と教職員との協働活動の推進
学生と教職員との協働による活動の検討・実
施

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に向けた学
生と教職員との協働活動について全学的に検討・実
施していく。

・環境マネジメント検討WGを設置し、学生と教職員との協働活動について検討を行っ
た。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　　　⇒　実施項目は実施済

・成果についてのHP公表 ＨＰ公表
・大学HPの専用コーナーに、エコキャンパス・グリーン
キャンパス推進に向けた活動の成果を掲載する。

・大学HPのトップページに「エコキャンパス・グリーンキャンパス～環境負荷の軽減
～」という専用コーナーを開設し、夏の電力使用抑制とその成果、冬の電力使用抑
制、南大沢キャンパスの特定温室効果ガスの削減状況等について掲載した。
　　　　⇒　実施項目は実施済

・取組み状況についての環境白書の作成 環境白書の作成準備 ・環境白書の作成に向けて準備する。
・環境白書の作成について構成、概要をまとめた。
　　　⇒　実施項目は実施済

まず、ロードマップを策定し、これに沿って必要な財
源措置を講じながら「見える化」を実現

ロードマップの策定
・ロードマップを策定し、必要な予算要求等を行う。

・実現可能な「見える化」推進策を実施する。

・ロードマップを策定し、そのロードマップに基づき、８・９号館の電力の見える化につ
いて予算要求を行った。
・今年度行った施設更新工事の中で、一部、電力計測器を取り付け、見える化を進
めた。
　　　⇒　実施項目は実施済

・南大沢キャンパス部会の活動の活性化 活性化策の検討
・南大沢キャンパス部会の活性化について、ＷＧを設
置して、幅広く検討する。

・環境マネジメント検討WGを設置し、部会の活性化について検討を行った。
　【平成25年度は、引き続き、WGで検討する。】
　　　⇒　実施項目は実施済

・取組み方法の見直し、新しい取組みへの反映につ
いて委員会・部会で検討

点検（Ｃｈｅｃｋ）、見直し（Ａｃｔｉｏｎ）の実行
計画（Ｐｌａｎ）、実行（Ｄｏ）への反映

・取り組んだ対策について取りまとめを行い、取組み
方法の見直し、新しい取組みへの反映について検討
する。

・環境マネジメント検討WGを設置し、取組み方法の見直し、新しい取組みへの反映に
ついて検討を行った。
　【平成25年度以降は、引き続き、WGで検討する。】
　　　⇒　実施項目は実施済

(2)環境マネジメントシステムの構築

ⅱ）PDCAサイクルの管理・
運用

(3)その他

ⅰ）「見える化」の推進
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資料１－５

計画期間における方向性 実施事項

平成24～26年度 平成24年度

「平成２４年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画」に係る実施状況について

項目 平成２４年度実施項目

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

実施状況（年度末）

・東京都、八王子市と連携した自然体験型（グリーン
キャンパス）プログラムの導入の検討・実施（再掲）

導入（講義の一環として年４回実施）

・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについ
て東京都、八王子市と連携し導入、自然・文化ツーリ
ズムコースの講義の一環として保全地域の保全活動
（下草刈り、間伐作業、植生調査）を実施する。（計４
回）（再掲）

・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて東京都、八王子市と連携し自
然・文化ツーリズムコースの講義の一環として保全活動（下草刈り、間伐作業、植生
調査）を計４回実施した。6月10日、7月22日、11月18日、12月16日実施（再掲）
　　　⇒　実施項目は実施済

・オープンユニバーシティにおける環境関連講座の提
供

提供
・オープンユニバーシティにおいて環境関連講座を引
き続き開設していく。

・オープンユニバーシティにおいて環境関連講座を６講座(受講人数348名）実施し
た。
【主な講座名：「世界遺産小笠原の自然の価値とその保全」、「原発事故による放射
性物質の食品への影響」】
　　　⇒　実施項目は実施済

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制
の構築

東京都、八王子市等の関係部署との協議体制
の検討

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制の
検討を進める。

・東京都及び八王子市との協議体制の構築について、東京都及び八王子市の担当
者と協議を行った。
　　　⇒　実施項目は実施済

・地域のNPOその他の団体との連携した取組みの検
討・推進

検討・推進
・地域のNPOその他の団体との連携した取組みを検
討・推進する。

・八王子市大学団体である大学コンソシアーム八王子の担当者と環境関連活動につ
いて協議した。
・グリーンキャンパスプログラムの実施の際に地域のボランティア団体と協働して実
施した。
　　　⇒　実施項目は実施済

５　地域社会貢献

備考
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資料１－６ 

 

平成２５年度 エコキャンパス・グリーンキャンパス推進 実施計画 

   ＜首都大学東京 南大沢キャンパス＞ 

 

 

１ はじめに 

   本キャンパスには、東京都の環境確保条例において厳しい温室効果ガス削減義務が 

  課されており、その達成のためには本格的にエコキャンパス・グリーンキャンパスを 

推進していく必要がある。 

   このため、平成２４年３月、現下の削減期間（２２年度から２６年度の５年間で年 

平均８％）における義務を達成することを第一義に考慮し、２４年度から２６年度ま 

での３か年（条例上の第一計画期間のうち２４年度以降の残りの期間（年度））を計画 

期間として、「エコキャンパス・グリーンキャンパス推進 基本計画＜首都大学東京 南 

大沢キャンパス＞」を定め、それに基づき、「平成２４年度エコキャンパス・グリーン

キャンパス推進 実施計画＜首都大学東京 南大沢キャンパス＞」を定め、その項目

を実施してきたところである。 

 本実施計画は、上記基本計画に基づき、平成２５年度に実施すべき事項を具体的に 

明らかにするものである。 

  

  ※１ 条例上の削減計画期間は以下のとおり。 

【第一計画期間】平成２２～２６年度（年平均８％の温室効果ガス削減義務） 

 【第二計画期間】平成２７～３１年度（年平均１７％の温室効果ガス削減義務） 

※２ 上記削減義務は南大沢キャンパスのみが対象となっている。 

※３ 省エネ法により、両期間を通じて法人全体に年１％の使用エネルギー削減義務が課され 

ている。 

 

 

２ 計画の内容 

別表のとおり。 

 

 

   ３ 計画の進行管理 

   エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部会が行う。 

    必要に応じて、エコキャンバス・グリーンキャンパス推進委員会や教育研究審議会、 

経営審議会へ報告を行う。 
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

【条例】
温室効果ガス
(南大沢キャンパスのみ）

24年度　削減目標▲8%（基準排出量比）
25年度　削減目標▲9.2%（　　  〃　　  ）
26年度　削減目標▲10.4%（　  〃　　　）

※基準排出量：14～16年度における温室
効果ガス排出量の年平均 　11,592［t-
CO2］

削減目標▲8%(基準排出量(14～16年
度の温室効果ガス排出量の年平均、
11,592［t-CO2］）比）の達成
＜平成24年度実績＞
　　 24年4月～25年1月（実績）
          基準排出量比11.6％減
　   24年度末（見込)
          基準排出量比11.4％減

削減目標▲9.2%(基準排
出量（14～16年度の温室
効果ガス排出量の年平
均、11,592［t-CO2］）比）
の達成

削減目標▲10.4%(基準排
出量（14～16年度の温室
効果ガス排出量の年平
均、11,592［t-CO2］）比)
の達成

・25年度はこれまでの計画どおり、9.2%(基準排出量（14～16年度の特定温室効果ガス排出量の
年平均、11,592［t-CO2］比）削減する。（26年度についてはこれまでの計画どおり、10.4％(基準
排出量（14～16年度の特定温室効果ガス排出量の年平均、11,592［t-CO2］）比)削減する。）
【理由】
①22～26年度で年平均8％の削減が条例で規定されており、22年度に5.2％、23年度に14.6%、
24年度に10.9％削減したため、条例で定める数字を達成するためには今後２か年で合計9.3%以
上の削減が必要となる。(24年度は見込）
②今年度を含め今後２年間について、気候を含めどのような状況になるか現時点においては不
明なため目標はこれまでの計画どおりとする。
③27～31年度には年平均で17％の削減が義務付けられており、27年度以降の厳しい削減目標
に向けて、段階的かつ計画的に削減していく必要がある。

【省エネ法】
原油換算使用量
（法人全体）

24年度　削減目標▲1%（前年度比）
25年度　削減目標▲1%（　　〃 　　）
26年度　削減目標▲1%（　　〃　 　）

削減目標▲1％（前年度比）の達成
＜平成24年度実績＞
24年4月～25年1月（実績）4.3％増
24年度（見込）　     　　　　3.5％増

削減目標▲1％（前年度
比）の達成

削減目標▲1％（前年度
比）の達成

・省エネ法に基づき、エネルギー使用量（原油換算）前年度比１％削減する。

・照明の削減、中央空調の室温管理の徹
底等

現在実施している照明、空調対策の
検証
＜平成24年度実績＞
キャンパス内の照明、室温等について
アンケート調査及び実地の計測

検証結果の反映
・24年度の調査結果に基づき、適正な照度を確保した照明の削減方法、適正な温度の範囲内
での中央空調の室温管理等について具体策を立案し、可能なものから実施していく。

・設備の運用改善

23年度に行った空調設備の運用の一
層の改善
＜平成24年度実績＞
空調設備の運用改善について検討
し、冬期におけるガス使用空調につい
て効率的に運用

空調等の設備の運用改
善の取組み

・23、24年度に行った空調設備の運用について管理運営面から検討し、一層の改善を図る。

・教職員、学生への啓発の強化

・ポスターによる節電等の啓発強化
・大学のＨＰにおける電力使用状況の
情報提供の継続、充実
＜平成24年度実績＞
・省エネルギーの啓発、夏期及び冬期
の電力使用抑制について、ポスターを
掲示
・大学のHPに電力使用状況について
情報を提供するとともに画面を充実

・ポスターによる節電等
の啓発強化

・大学のＨＰにおける電力
使用状況の情報提供の
継続、充実

・教職員、学生に対して、室温管理の適正化、無駄な電力を使用しない等の啓発活動を強化す
るため、ポスターを引き続き掲示する。

・大学のＨＰにおける電力使用状況の情報提供について継続し、充実を図る。

・大学HPの専用コーナーの立上げ

立上げ
＜平成24年度実績＞
大学HPのトップページに専用コー
ナー「エコキャンパス・グリーンキャンパ
ス～環境負荷の軽減～」を開設し、エ
コキャンパス・グリーンキャンパスにつ
いて実施した取組み、成果等を掲載

掲載内容の充実 ・大学HPに開設した専用コーナーを更新、充実する。

１　環境負荷軽減

(1)省資源・省エネルギー対策

①削減数値目標の達成

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

②ソフト対策
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

・今後の施設改修計画に係る検討、見直
し

各施設改修工事における省エネル
ギー性の高い機器への更新
＜平成24年度実績＞
照明設備更新工事、理工系実験空調
換気設備改修工事、給排水衛生設備
改修工事の完了により、蛍光灯のイン
バータ化、ダウンライト照明のLED化等
省エネルギー性の高い機器へ更新

各施設改修工事におけ
る省エネルギー性の高い
機器への更新

・25年度に実施予定の照明設備更新工事、理工系熱源機器設備等改修工事において蛍光灯
のインバータ化、ダウンライト照明のＬＥＤ化等省エネルギー性の高い機器への更新を進める。

・キャンパス内の照明の手動スイッチ化に
向けた工事の実施の検討

キャンパス内の照明について状況を
調査
＜平成24年度実績＞
キャンパス内の照明のスイッチの状況
を調査

調査結果の検討 ・24年度の調査結果に基づき、節電に効果的な手動スイッチ化について検討する。

・省エネルギー性の高い機器への備品等
の更新

キャンパス内のサーバ等機器の集約
及び学外のデータセンタの活用の検
討
＜平成24年度実績＞
キャンパス内のサーバの一部につい
て、学外データセンタを活用する委託
契約を締結

次期教育研究用システム
（センタ系）の稼働

・次期教育研究用システム（センタ系）の稼働において、キャンパス内のサーバを集約し、学外
データセンタを活用することにより、使用電力量の削減につなげる。（８月予定）

・廃棄物・汚染物質処理に関する法令の
遵守

環境関連法規管理台帳の作成
＜平成24年度実績＞
環境関連法規管理台帳を作成

環境関連法規管理台帳
の内容の充実

環境関連法規管理台帳
の法人全体への展開

・24年度に作成した環境関連法規管理台帳の内容を充実していく。

・廃棄物・汚染物質の排出量の削減策の
検討・立案・実施

・廃棄物の分別処理及びリサイクルの
調査
・ペーパーレスの推進策についての検
討
＜平成24年度実績＞
・廃棄物の分別処理及びリサイクルの
実態を調査
・ペーパーレスの推進策について検討

・調査に基づく廃棄物の
分別処理及びリサイクル
改善策の検討

・ペーパーレスの推進策
の立案

・廃棄物の分別処理及び
リサイクルの一層の徹底

・ペーパーレスの推進策
の実施

・24年度の調査結果に基づき、廃棄物の分別処理やリサイクルについて改善策を検討する。

・関係部署と連携してペーパーレスの推進策について立案する。

(2)廃棄物・汚染物質処理の適正化

③ハード対策
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

・都市教養プログラムの再編と環境関連
講座の体系的整理と周知

都市教養プログラムの再編と環境関
連講座の体系的整理
＜平成24年度実績＞
都市教養プログラムの中から「環境関
連講座」を選定し、リーフレットを作成

環境関連講座の周知、受
講促進

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢部会において推奨を決定した「環境関
連講座」を記載したリーフレットを学生に配付し、学生による環境関連講座の履修を奨励する。

・東京都、八王子市と連携した自然体験
型（グリーンキャンパス）プログラムの導入
の検討・実施

導入（講義の一環として年４回実施）
＜平成24年度実績＞
自然体験型（グリーンキャンパス）プロ
グラムについて東京都、八王子市と連
携し、自然・文化ツーリズムコースの講
義の一環として保全活動（下草刈り、
間伐作業、植生調査）を計４回実施

継続して実施
・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて、引き続き、東京都、八王子市と連携し、
自然・文化ツーリズムコースの講義の一環として、保全地域の保全活動（下草刈り、間伐作業、
植生調査）を実施する。（回数未定）

・学生が行う環境関連行動に対して単位
を付与する制度の検討（インターンシップ
等）

制度の検討
＜平成24年度実績＞
インターンシップ等調査検討WGを設
置し、調査、検討

制度の検討
インターンシップ等調査検討WGにおいて、引き続き、現在の学内の環境関連講座について調査
し、学生が行う環境関連行動に対して単位を付与する制度（インターンシップ、地域の貢献活動
等）について調査、検討する。

・エコキャンパス・グリーンキャンパスの推
進に学生が主体的に参加できるしくみの
検討・構築

学生が主体的に参加できるしくみの検
討
＜平成24年度実績＞
課外活動検討WGを設置し、エコキャ
ンパス・グリーンキャンパスの推進に学
生が主体的に参加できるしくみについ
て検討

学生が主体的に参加で
きるしくみの検討

・課外活動検討ＷＧを中心に、エコキャンパス・グリーンキャンパスの推進に学生が主体的に参
加できるしくみについて、全学的に検討する。

・本学の温室効果ガスの削減や省エネル
ギーに役立つ研究の一層の推進

・研究
・成果の公開
＜平成24年度実績＞
環境に関連するテーマにより研究者交
流サロンを実施
　　「環境とエネルギー」（6月22日開
催）
　　「都市と環境」（12月21日開催）

・研究
・成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めていく。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に広く公開して環境に関連する研究の気運
を高める。

・上記以外の環境全般に関連する研究の
一層の推進

・研究
・成果の公開
＜平成24年度実績＞
環境に関連するテーマにより研究者交
流サロンを実施
　　「環境とエネルギー」（6月22日開
催）
　　「都市と環境」（12月21日開催）

・研究
・成果の公開

・関連する研究室がそれぞれ研究をさらに進めていく。
・研究者交流サロンなどを通じて研究成果を学内外に広く公開して環境に関連する研究の気運
を高める。

２　環境教育

３　環境研究

(1)環境に関連する研究

(2)学生が行う環境関連行動に対する単位の付与（インターンシップ等）

①本学における温室効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ研究

②上記以外の環境全般に関連する研究

(1)環境関連講座の実施

(3)課外活動等における学生主体の環境関連行動
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

・節電等省エネルギーにより節減できた経
費が環境関連研究費（本学における温室
効果ガスの削減や省エネルギーに役立つ
研究）に充てられるしくみの検討

しくみの検討
＜平成24年度実績＞
環境関連研究資金確保調査検討WG
を設置し、調査、検討

しくみの検討
・環境関連研究資金確保調査検討WGにおいて、引き続き、環境関連研究のための資金が確保
されるしくみについて調査、検討していく。
・引き続き環境関連研究に外部資金が導入されるよう努める。

本学における環境関連研究を支援・促進
するしくみの検討

しくみの検討
＜平成24年度実績＞
環境マネジメント検討WGを設置し、検
討

しくみの検討
・環境マネジメント検討WGを中心に、本学における環境関連研究を支援・促進するしくみについ
て全学的に検討していく。

・省エネ法、環境確保条例等で定められて
いる法令の遵守

・役職者の適切な選任
・報告書・計画書の適切な提出
＜平成24年度実績＞
・省エネ法関係で定める役職者を選任
（エネルギー管理統括者：事務局長、
エネルギー管理企画推進者：総務部
長）
・７月に省エネ法で定める中長期計画
書及び定期報告書を環境省及び文部
科学省に、１１月に環境確保条例で定
める地球温暖化対策計画書を東京都
に提出

・役職者の適切な選任
・報告書・計画書の適切
な提出

・省エネ法関係で定める役職（エネルギー管理統括者、エネルギー管理企画推進者等）を適切
に選任する。
・省エネ法で定める中長期計画書、定期報告書及び環境確保条例で定める地球温暖化対策計
画書を適切に提出する。

・法令遵守の体制の構築、日々の
チェックシステムの検討・構築

環境関連法規管理台帳の作成
＜平成24年度実績＞
環境関連法規管理台帳を作成（再掲）

環境関連法規管理台帳
の内容の充実

環境関連法規管理台帳
の法人全体への展開

・24年度に作成した環境関連法規管理台帳の内容を充実していく。（再掲）

・エコキャンパス・グリーンキャンパス推進
委員会の拡充などより幅広い省エネ体制
の構築

委員会の拡充等
＜平成24年度実績＞
エコキャンパス・グリーンキャンパス推
進委員会南大沢部会の委員につい
て、関係各部署の委員を拡充（委員数
14名⇒20名）

幅広い省エネ体制の構築
・24年度に委員を拡充したエコキャンパス・グリーンキャンパス推進委員会南大沢キャンパス部
会を中心に、幅広い省エネ体制の構築を図っていく。

・南大沢キャンパス部会の下に幅広い教
職員参加のWG等の設置

幅広い教職員が参加するしくみづくり
＜平成24年度実績＞
庶務担当係長等を新たに環境リー
ダーに選任し、打合せ会を開催

幅広い教職員が参加す
るしくみづくり

・環境マネジメント検討WGを中心に、幅広い教職員の参加が可能となるしくみについて検討す
る。
・今後における環境リーダーの拡充等について検討する。

・幅広い分野での連携した取組み

幅広い教職員が参加する取組みの検
討
＜平成24年度実績＞
環境マネジメント検討WGを設置し、幅
広い教職員が参加する取組み、学生
が参加できるしくみについて検討

幅広い教職員が参加す
る取組み

・環境マネジメント検討ＷＧを中心に、幅広い教職員が参加する取組みについて立案し、可能な
ものから実施していく。

(1)法令等の遵守

(2)環境マネジメントシステムの構築

４　環境マネジメント

②支援・促進体制

(2)環境関連研究を支援・促進する本学の体制

①環境関連研究のための資金の確保
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

・学生の省エネ組織の設置

学生が主体となった省エネ組織の設
置に向けた検討
＜平成24年度実績＞
課外活動検討WGを設置し、学生が主
体となった省エネ組織について検討

学生が主体となった省エ
ネ組織の設置に向けた
検討

・課外活動検討ＷＧを中心に、引き続き、学生が主体となった省エネ組織の設置について、全学
的に検討する。

・学生と教職員との協働活動の推進

学生と教職員との協働による活動の
検討・実施
＜平成24年度実績＞
環境マネジメント検討WGを設置し、学
生と教職員との協働活動について検
討

学生と教職員との協働に
よる活動の検討・実施

・環境マネジメント検討ＷＧを中心に、引き続き、エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に向け
た学生と教職員との協働活動について全学的に検討し、可能なものから実施していく。

・成果についてのHP公表

ＨＰ公表
＜平成24年度実績＞
大学HPのトップページに専用コー
ナー「エコキャンパス・グリーンキャンパ
ス～環境負荷の軽減～」を開設し、夏
の電力使用抑制とその成果、冬の電
力使用抑制、南大沢キャンパスにおけ
る特定温室効果ガスの削減状況等に
ついて掲載

ＨＰ継続
・大学HPの専用コーナーに、引き続き、エコキャンパス・グリーンキャンパス推進に向けた活動
の成果を掲載していく。

・取組み状況についての環境白書の作成

環境白書の作成準備
＜平成24年度実績＞
環境白書の作成に向けて構成、概要
の取りまとめ

環境白書の作成 ・環境白書を作成する。

まず、ロードマップを策定し、これに沿って
必要な財源措置を講じながら「見える化」
を実現

ロードマップの策定
＜平成24年度実績＞
・ロードマップを策定し、ロードマップに
基づき予算要求
・24年度に行った施設整備工事の中
で、一部、電力計測器を取付け

ロードマップに基づく見え
る化の推進

・ロードマップに基づき、必要な予算要求等を行う。

・南大沢キャンパス部会の活動の活性化

活性化策の検討
＜平成24年度実績＞
環境マネジメント検討WGを設置し、部
会の活性化について検討

活性化策の実行 活性化策の見直し
・環境マネジメント検討ＷＧにおいて、引き続き、南大沢キャンパス部会の活性化について検討
し、可能なものから実施していく。

・取組み方法の見直し、新しい取組みへ
の反映について委員会・部会で検討

点検（Ｃｈｅｃｋ）、見直し（Ａｃｔｉｏｎ）の実
行
計画（Ｐｌａｎ）、実行（Ｄｏ）への反映
＜平成24年度実績＞
環境マネジメント検討WGを設置し、取
組み方法の見直し、新しい取組みへ
の反映について検討

点検（Ｃｈｅｃｋ）、見直し
（Ａｃｔｉｏｎ）の実行
計画（Ｐｌａｎ）、実行（Ｄｏ）
への反映

・環境マネジメント検討ＷＧにおいて、これまで取り組んだ対策について取りまとめを行い、取組
み方法の見直し、新しい取組みへの反映について引き続き検討する。

ⅱ）PDCAサイクルの管理・
運用

ⅰ）「見える化」の推進

(3)その他
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資料１－６

計画期間における方向性

平成24～26年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成２５年度　エコキャンパス・グリーンキャンパス推進　実施計画

<  首都大学東京 南大沢キャンパス >

項目 平成２５年度実施項目
各年度における実施事項

・東京都、八王子市と連携した自然体験
型（グリーンキャンパス）プログラムの導入
の検討・実施（再掲）

導入（講義の一環として年４回実施）
＜平成24年度実績＞
自然体験型（グリーンキャンパス）プロ
グラムについて東京都、八王子市と連
携し、自然・文化ツーリズムコースの講
義の一環として保全活動（下草刈り、
間伐作業、植生調査）を計４回実施
（再掲）

継続して実施
・自然体験型（グリーンキャンパス）プログラムについて、引き続き、東京都、八王子市と連携し、
自然・文化ツーリズムコースの講義の一環として、保全地域の保全活動（下草刈り、間伐作業、
植生調査）を実施する。（回数未定）（再掲）

・オープンユニバーシティにおける環境関
連講座の提供

提供
＜平成24年度実績＞
オープンユニバーシティにおいて環境
関連講座を6講座実施

提供 ・オープンユニバーシティにおいて環境関連講座を引き続き開設していく。

・東京都及び八王子市等の関係部署との
協議体制の構築

東京都、八王子市等の関係部署との
協議体制の検討
＜平成24年度実績＞
協議体制の構築について、東京都及
び八王子市の担当者と協議

東京都、八王子市等の関
係部署との協議体制の
検討

・東京都及び八王子市等の関係部署との協議体制の検討を進める。

・地域のNPOその他の団体との連携した
取組みの検討・推進

検討・推進
＜平成24年度実績＞
・八王子市の大学団体である大学コン
ソシアーム八王子の担当者と環境関
連活動について協議
・グリーンキャンパスプログラムの実施
にあたって地域のボランティア団体と
協働

検討・推進 ・地域のNPOその他の団体との連携した取組みを検討、推進していく。

備考

５　地域社会貢献
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資料１－７

　　電気、ガス使用量の推移

・電気使用量は東日
本大震災後の節電
対策等により23年度
に大幅に減少した。

・ガス使用量は、21
年度の本部棟熱源
改修工事により22年
度に大幅に減少し
た。
・東京都環境確保条
例においては、温室
効果ガスの排出量
を算出する際には居
住部分を含まないた
め、学生寮における
使用分は除いてい
る。

21年度 22年度 23年度 24年度 

電気 25,052,496 25,227,045 22,455,688 22,936,922 

0 

5,000,000 

10,000,000 

15,000,000 

20,000,000 

25,000,000 

30,000,000 
ｋＷｈ 電気使用量 

21年度 22年度 23年度 24年度 

ガス 616,260 566,561 558,246 535,115 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 
㎥ ガス使用量 
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資料１－８

　　温室効果ガス排出量、エネルギー使用量（原油換算）の推移

・東京都の環境確保条例では、温室効果ガスを基準排出量（14～16年度の平均排出量）比で22
～26年度に平均8％、2７～31年度に平均17％削減する義務が課されている。
22年度は5.2％、23年度は14.5％、24年度は13.3％、それぞれ基準排出量比で削減した。
※温室効果ガスの排出量は電気、ガス（学生寮を除く。）の使用量をもとに算出。

・エネルギー使用量（原油換算）は、前年度比で23年度は10％減、24年度は0.8％増となってい
る。
・省エネ法では、エネルギー使用量（原油換算）を原単位（エネルギー使用量を床面積で除した
数値）で年平均1％以上削減することを努力義務としている。
原単位でみると、前年度比で23年度は10％減、24年度は0.5％増となっている。
※エネルギー使用量（原油換算）は電気、ガスの使用量をもとに算出。

基準排出量 
（14～16年度

平均） 
22年度 23年度 24年度 

温室効果ガス 11,446 10,888 9,781 9,927 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 
ｔ－ＣＯ2 

温室効果ガス排出量 

22年度 23年度 24年度 

エネルギー使用量 7,067 6,359 6,411 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 
kℓ エネルギー使用量（原油換算） 
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資料１－９

　　水資源使用量、排出量の推移

・上水の使用後、一
部を中水としてトイレ
の洗浄水等に使用。
・給排水工事の状況
により中水に使用で
きる量が変動する。

・下水は下水道使用
量。
・上水と数字が一致
しないのは、冷却塔
の蒸発水を減じてい
るため。

・上水は水道使用
量。
・24年度は給排水工
事による水資源の節
約により減少してい
る。

21年度 22年度 23年度 24年度 

上水 196,473 223,793 202,665 149,512 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 
㎥ 上 水 

21年度 22年度 23年度 24年度 

下水 193,597 221,196 201,520 147,941 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 
㎥ 下 水 

21年度 22年度 23年度 24年度 

中水 63,428 24,179 65,595 34,810 
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㎥ 中 水 
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資料１－１０

 廃棄物の廃棄量の推移

・一般廃棄物は塵
芥、紙くず、木くず、
繊維くず。清掃工場
に持ち込み、焼却処
分している。

・産業廃棄物は主に
金属、プラスチック
系の廃棄物。
（汚泥、工事に伴う
廃棄物は含めてい
ない。）

21年度 22年度 23年度 24年度 

一般廃棄物 118,880 106,350 115,860 111,300 
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140,000 
㎏ 

一般廃棄物 

21年度 22年度 23年度 24年度 

産業廃棄物 85,650 106,573 121,560 116,520 
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140,000 
㎏ 産業廃棄物 
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資料１－１１

 42

リサイクルの状況

シュレッ

ダー紙 
新聞紙 段ボール 

雑誌その

他古紙 
アルミ缶 

スチール

缶 
ビン 

ペットボト

ル 

機密文

書溶解

処理 
蛍光管 

2１年度 10,400 5,110 26,130 78,280 3,270 5,320 8,700 10,170 14,389 1,550 

22年度 11,210 6,410 23,880 74,570 3,620 5,910 8,350 11,820 14,300 2,010 

23年度 11,080 5,440 23,810 89,890 3,150 5,600 7,920 10,810 15,830 1,870 

24年度 11,570 3,190 24,020 82,620 3,189 4,620 9,870 12,520 18,120 1,320 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

80,000 

90,000 

100,000 
ｋｇ 項目別リサイクル量 

2１年
度 
22年度 

23年度 
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資料１－１２

年度 物質名 アセトン 塩酸
クロロホ
ルム

酢酸エチ
ル

ジクロロ
メタン

トルエン ヘキサン
メタノー
ル

硫酸

使用量 1,400 520 1,100 280 1,400 630 1,300 1,100 -

環境への排出
量（大気）

270 0 260 40 450 110 200 230 -

事業所外への
移動量（廃棄
物）

1,100 0 860 240 980 520 1,100 860 -

備考（ＰＲＴＲ法
対象）

* * *

使用量 1,800 530 780 310 2,400 440 1,300 1,400 -

環境への排出
量（大気）

340 0 180 40 650 80 210 290 -

事業所外への
移動量（廃棄
物）

1,400 0 600 260 1,400 370 1,100 1,080 -

備考（ＰＲＴＲ法
対象）

* *

使用量 1,800 950 1,240 320 1,400 450 1,000 1,100 100

環境への排出
量（大気）

350 0 290 46 460 76 150 240 0

事業所外への
移動量（廃棄
物）

1,500 0 950 280 1,000 370 800 900 100

備考（ＰＲＴＲ法
対象）

* *

東京都条例：都民の健康と安全を確保する環境に関する条例　　第110条第1項により使用量等の報告対象。
取扱量は１００kg以上。

ＰＲＴＲ法：特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律　　第5条第2項により排出
量及び移動量の届出。
取扱量は１，０００ｋｇ以上。

   化学物質の取扱量（東京都条例とＰＲＴＲ法による報告分）

単位：kg

２２年度

２３年度

２４年度
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資料１－１３

＜環境関連講座科目表(授業時間含む。)＞

テーマ 授業科目名

都市の生活環境と化学物質 後期 火 2

生態と環境 前期 木 1

自然と社会と文化

植物の多様性と進化 前期 木 2

動物の生態と多様性 後期 木 2

都市と環境 後期 金 2

環境を支える土木技術 前期 月 2

地球環境調和化学入門 前期 金 1

都市環境調和化学入門 後期 金 1

自然・文化ツーリズム入門 前期 金 2

自然ツーリズム学の見方・考え方 後期 金 2

環境と生命の倫理 前期 火 1

環境と健康 後期 金 1

技術と倫理 前期 月 2

自然と共生する文明 後期 金 2

地球環境の変遷と考古学 前期 金 2

化学物質と社会 前期 火 2

宇宙から見た地球環境 後期 月 1

基
盤
科
目

自然科学領域 環境と建築 前期 火 2

　　「環境関連講座」推奨リーフレットの作成

・平成２５年度に開講した都市教養プログラムの授業科目について、南大沢キャンパス部会で下記の表のとおり「環境
関連講座」を選定し、リーフレットを作成、教務課、文系管理課、理系管理課窓口で学生に配付した。

沼田真也/菊地俊夫/小﨑隆

担当教員 開講曜日/時限

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

都市・社会・環境

海老原 充

可知　直毅／春田　伸

黒川　信／本学各分野の複数教員 夏季集中

菅原　敬／村上　哲明

江口克之

朝日　ちさと

横山勝英/稲員とよの/小根山裕
之

加藤　俊吾

梶原　浩一

清水哲夫/菊地俊夫/東秀紀/本
保芳明/小﨑隆/川原晋/沼田真
也/直井岳人/倉田陽平

角田誠/須永修通/青木茂

生命・人間・健康
長沼　淳(非常勤）

菅又　昌実

科学・技術・産業

千代島　雅

山田　昌久、渡邊　眞紀子

出穂雅実/山崎晴雄

藤野　竜也

福地　一
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資料１－１４ 

   「東京グリーン・キャンパス・プログラム」の取組み 

 

 首都大学東京は、東京都が実施している「東京グリーン・キャンパス・プログラム」

に国公立大学として初めて参加することとなり、平成２４年３月３０日（金）、東京都

及び八王子市と協定を締結した。  

「東京グリーン・キャンパス・プログラム」は、東京都が平成２０年度から、都内の大

学や自治体、地域ボランティア団体などと提携し、次世代の担い手である学生の緑地保

全活動への参加を通じて、緑の保全に対する関心の喚起や行動力の醸成を促すことを目

的とした活動で、首都大学東京では、環境資源の適正な保全をより実践的に学ぶことが

できる教育効果があると考え、参加した。 

 

 １ プログラムの内容  

（１）実施地域  八王子暁町緑地保全地域※（八王子市暁町三丁目）  

（２）実施概要  平成２４年度より、都市環境学部 自然・文化ツーリズムコースの講

義の一環として、保全活動を実施  

（３）活動内容  地域ボランティア団体とも連携して、草地の維持管理を学ぶととも

に、下草刈りや間伐作業、植生調査等を実施  

（４）参加人数  各回３０名程度 

（５）首都大学東京、東京都、八王子市の役割 

首都大学東京：学生の保全活動への参加、植生調査・研究  

東京都：活動場所の提供、道具類の手配、総合調整  

八王子市：活動用施設の手配、周辺自治会への連絡調整 

 ※保全地域とは、「東京における自然の保護と回復に関する条例」により、良好な自

然地や歴史的遺産と一体となった樹林などを東京都が区域指定し、その保護と回復を図

る制度の対象となる地域のこと。 

 

 ２ 実績（平成２４年度） 

   都市環境学部 自然・文化ツーリズムコースの講義の一環として、保全活動（下 

草刈り、間伐作業、植生調査）を前期２回、後期２回、計４回実施  
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第２部 
 

東日本大震災以降の節電対策 
（ピークカット対策を含む。） 
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首都大学東京 

 

南大沢キャンパス 

 

 

平成２３年 夏期 

 

電力使用抑制 

 

計    画 
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資料２－１ 

１  目的及び意義  

 

東日本大震災により、東京電力管内の電力供給量は大幅に減少し、夏期における電力需給

は極めて厳しい状況にある。電力を使用する者は誰であれ、使用抑制に取り組むことが求め

られており、政府の示す目標需要抑制率はマイナス１５％となっている。 

 

このような状況の下、首都大学東京は、その社会的使命を果たすとともに、危機管理の観

点から、各キャンパスにおける電力の使用抑制に可能な限り積極的に取り組むこととした。

具体的には、昨年の使用最大電力の値に対して２５％削減した値を今夏の使用電力の上限と

することを目標とする。本計画は、この目標を達成するための具体的な取組を明らかにする

ものである。 

 

今夏の取組は喫緊の要事であるため、不便や忍耐を強いる電力抑制策も講じざるを得ない。

ただし、その際には、教育活動への支障をできるだけ少なくするよう配慮する。さらに、障

がいがある学生などへの配慮も行う。 

一方で、電力需給逼迫はおそらく今夏だけでは解消されないため、今冬や来夏以降も電力

使用の抑制が求められることが予想される。今夏に実施した取組を検証し、不便や忍耐を強

いる電力抑制策を減らし、設備更新や施設改修などハード面の対策に切り替えていきたい。 

 その切り替えの検討を的確に進めるためにも、今夏は熱中症を起こさないよう十分配慮し

つつ、場合によっては不便や忍耐の限界にまで挑戦するという気概を持って取り組んでいく。 

 

 今回の電力使用抑制は供給力不足への対応のため、電力使用のピークをどうカットするか

という取組であるが、これは、エネルギーの総使用量の削減にも資するものでもある。その

観点からも、今夏に実施した取組を検証して、中長期的なエネルギーの総使用量削減の検討

に活かしていく。 

 
２  今夏における電力抑制の目標値  

 

南大沢キャンパスにおける昨年の使用最大電力の値に対して２５％削減した値を使用電

力の上限とする。 
日々の電力使用抑制は、気象状況や電力使用状況に応じて異なるが、最大の使用電力でも

南大沢キャンパス全体で以下の上限値を上回らないことを目標とする。 
 

昨年の使用最大電力の値      使用電力の上限値 

５，９５２ｋＷ（７月２２日（木））   ４，４６４ｋＷ 

 

 なお、南大沢キャンパスにおける昨年の６月から９月までの日ごとの最大使用電力及び昨

年の使用最大電力を記録した７月２２日における時間ごとの電力の推移は、２頁のとおり。 
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＜参考：昨夏における電力使用状況＞ 
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[kw] 南大沢キャンパス使用電力の推移（22年7月）
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[kw] 南大沢キャンパス使用電力の推移（22年8月）
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資料２－１ 

３  電力抑制の実施期間  

 

平成２３年６月２４日（金）から平成２３年９月３０日（金）までの間の平日 

 

 
４ 電力抑制のための具体的な取組の内容 

 

抑制策の検討時における【対策】を５つのアクションに分類する。【対策】とアクション

との関係は以下のとおり。 

 
 
検 討 時  

 

【対策１】 
必須の対策 

【対策２】 
追加の対策 

各組織等が所管の電気設備について検討する抑制策 

【対策３】 
強制的な対策 

 
 
 
 
実 施 時 

 

アクション１ アクション２ アクション３ アクション４ アクション５ 

常  時 ピ ー ク カ ッ ト 
常 時 追 加 空調の一時停止 追 加 空調の一時停止等 

 
５つのアクションに分類した南大沢キャンパスにおける具体的な取組の内容は、以下のと

おりである。 
 

 

/《アクション１》////////////////////////////////////////////////////////////////// 

常時行う取組のうちキャンパスの構成員が必須に取り組むもの 

取組検討時における【対策１】(基本的な対策。各組織等が講ずべき必須の抑制策。)等に

該当 
 

［取組内容］    

【研究室・演習室・自習室・学部図書館（書庫・資料室）・教員控室・院生室・実験室等】

○ 照明の点灯数の削減 

天井等の照明器具について、半減を目安に点灯数を削減する（蛍光灯等自体を物 

理的に外す場合とスイッチ操作による場合とを含む） 

○ 個別空調の一時停止 

室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃未満にならないよう、小まめ 

に機器を操作する（止める） 

○ パソコンやプリンターの電源を使用時以外は切っておく 

 
 50



資料２－１ 

  ○ 電気ポットを常時保温とせず使用時のみ沸騰させる 

 ○ 実験機器の電源を使用時以外は切っておく 

【教室】 

○ 照明の削減 

授業終了後の消灯の徹底・窓際での消灯 

【その他の学内施設】 

○ 照明の点灯数の削減 

天井等の照明器具について、半減を目安に点灯数を削減する（蛍光灯等自体を物 

理的に外す場合とスイッチ操作による場合とを含む） 

○ 個別空調の一時停止 

室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃未満にならないよう、小まめ 

に機器を操作する（止める） 

○ パソコンのスリープモードの設定（「５分後」にする） 

○ パソコンディスプレイの輝度の低下 

○ コピー機・プリンター・シュレッダーの集約化 

○ 冷蔵庫の集約化 

 

 

/《アクション２》////////////////////////////////////////////////////////////////// 

常時行う取組のうちキャンパスの構成員等が追加して取り組むもの 

取組検討時における【対策２】(追加的な対策。各組織等が所管の電力設備について検討

する抑制策。）のうち常時実施するもの 
 

［取組例］ 

○ 扇風機を活用して個別空調運転の効率化を図る 

○ 卓上式照明を活用して照明電力の節減を図る 

○ 中央式空調機器の稼働台数を減らすなどして効率的な運転を図る 

  

 

/《アクション３》////////////////////////////////////////////////////////////////// 

ピーク時に行う取組のうち施設課がまず実施するもの 

取組検討時における【対策３】（強制的な対策。各建物等に供給する電力を強制的に制限。） 
のうち第一段階として実施するもの。 

 

［取組内容］ 

○ 施設課が空調の一部を一時停止する 
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/《アクション４》//////////////////////////////////////////////////////////////// 

ピーク時に行う取組のうちキャンパスの構成員が取り組むもの 

取組検討時における【対策２】（追加的な対策。各組織等が所管の電力設備について検討

する抑制策。）のうちピーク時に実施するもの。 

 

［取組例］ 

○ 当初平日に予定されていた実験を平日以外に行うように変更する 

  ○ 授業における電気機器（パワポ等）の使用を抑制する 

○ 電気ポットは使用しない 

  ○ 実験機器の稼働時間を昼間から夜間に変更する 

  ○ 実験機器の稼働日を平日から土曜日や日曜日に変更する 

  ○ 実験機器の稼働台数を削減する 

  ○ 特定の研究室等を施錠して使用しない 

 

 

/《アクション５》///////////////////////////////////////////////////////////////// 

ピーク時に行う取組のうち施設課が最終的に実施するもの 

取組検討時における【対策３】（強制的な対策。各建物等に供給する電力を強制的に制限。） 

のうち第二段階として実施するもの。 

 

［取組内容］ 

○ 施設課がアクション３以上の規模により空調の一部を一時停止する 

○ エレベーターの一部を一時停止する 
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５ 取組の時期及び方法  

 

（１） 電力抑制の実施期間を２つの取組時期に分ける。→取組時期１及び取組時期２ 
 

（２） 取組時期１と取組時期２のそれぞれについて、５つのアクションに分類した取組の

実施時期及び方法を定める。 
 
 
【取組時期１】６月２４日（金）～６月３０日（木）                  

 

① キャンパスの構成員は、６月２４日以降速やかにアクション１に着手し、６月３０日

までに取組内容を実現する。 
機器の購入等により、上記期間に取組内容を実現できないものは、７月１日以降、速

やかに実現できるようにする。 
 

② アクション１の取組だけではキャンパスの使用電力が目標値を超えそうであると判 
断された場合に、施設課がアクション３を実施する。 

 
 

【取組時期２】７月１日（金）～９月３０日（金）                   

 

① アクション１＋アクション２             ＜レベル１（常時実施）＞ 

ア キャンパスの構成員は、取組時期１に開始したアクション１に加え、アクション 

 ２を常時実施する。 

イ 施設課は、中央式空調機器の稼働台数を減らすなどして効率的な運転を図る。 

 

 

② （アクション１＋アクション２）＋アクション３          ＜レベル２＞ 

  ＜レベル１（常時実施）＞の取組に加えて施設課が、アクション３を実施する。 

              
 

③ （アクション１～３）＋アクション４               ＜レベル３＞ 

  ＜レベル２＞の取組に加えてキャンパスの構成員は、アクション４を実施する。 

 

 

④ （アクション１～４）＋アクション５               ＜レベル４＞ 

   ＜レベル３＞の取組に加えて施設課が、アクション５を実施する。 
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資料２－１ 

○ レベルの周知及びレベルに応じたアクションの実施について 

     東京電力の「でんき予報」等を参考にどのレベルにするかを前もって１週間分、キャ

                          ンパスの構成員にホームページ等で予告・周知する。レベルは「でんき予報」の変更等                          

                           に応じて随時変更する。当日、どのレベルにするかについては、改めて構内放送により

                          周知する。 
当日、キャンパスの構成員等がレベルに応じたアクションを実施する。 

 

 

【大学ホームページに掲載する南大沢キャンパスにおける予告のイメージ】 

※アクション１とアクション２は常時実施 

７月１日（金） 予想最高気温２８℃ → アクション３を実施                 ＜レベル２＞ 

７月４日（月） 予想最高気温３０℃ → アクション３＋アクション４を実施          ＜レベル３＞ 

７月５日（火） 予想最高気温３２℃ → アクション３＋アクション４＋アクション５を実施   ＜レベル４＞ 

７月６日（水） 予想最高気温２５℃ → アクション３～５をいずれも実施しない        ＜レベル１＞  

（予想最高気温に応じた＜レベル＞の程度は、仮のものです。）                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 上記の取組をキャンパスの構成員が実施するものに絞って再掲すると、以下のとおり。 
 
① ６月２４日以降、速やかにアクション１（＝取組検討時における【対策１】等）に 

着手し、６月３０日までに取組内容を実現する。 
 
 ② ７月１日以降、アクション１に加え、アクション２（＝取組検討時における 

【対策２】のうち、常時実施するもの）を常時実施する。 
 
 ③ ７月１日以降、レベル３が示されたときに、アクション４（＝取組検討時における 

【対策２】のうち、ピーク時に実施するもの）を実施する。 

キャンパスの構成員が実施する取組（再掲） 
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資料２－１ 

６ 「需給逼迫警報（仮称）」が発出された場合の対応  

 

政府が「需給逼迫警報（仮称）」を発出して緊急の節電要請を行った場合は、アクショ

ン５の取組を強化することにより対応する。 

 

 

７ 電力使用状況の把握（使用電力の「見える」化）  

 

○  南大沢キャンパスにおける１時間ごとの電力使用状況についてホームページで明ら

かにすることでキャンパス構成員の具体的な電力使用抑制行動を促す。 

 

○  南大沢キャンパス全体と建物（棟）別の電力使用状況についてホームページに掲載す

る。 

  ・南大沢キャンパス全体の電力使用状況について 

→ 大学ホームページに掲載（誰もが閲覧可能） 

  ・南大沢キャンパスの建物（棟）別の電力使用状況について 

→ 大学ホームページに掲載（南大沢キャンパスで閲覧可能） 
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資料２－１ 

８ 本取組に係る公表  

 

大学ホームページに本計画（概要）及び上記６の南大沢キャンパス全体の電力使用状況（１ 

時間ごと）を掲載する。 

 

 

９ その他の取組 

 

（１）「巡回点検」の実施 

 必要に応じて、キャンパス内における電力使用抑制策の実施状況を巡回、点検する。 

（２）学長メッセージ・ポスター・ステッカーの掲出など、ＰＲの推進 

（３）構成員の主体的な取組に向けた全学的な見地からの支援、温度計・電力計の配付等 
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資料２－２ 
 
 
 

教 職 員 各 位 

 

夏期における電力の使用抑制について 

 

東日本大震災により、東京電力管内の電力供給量は大幅に減少し、

夏に向けて電力需給の極めて厳しい状況が見込まれています。すべ

ての電力需要家が電力の使用抑制に取り組む必要があります。 

先日、政府は「夏期の電力需給対策」を取りまとめ、公表しまし

たが、予断を許さない状況は大きく変わっていません。 

本学においては、危機管理の観点も踏まえ、電力の使用抑制に可

能な限り積極的に対応したいと思います。 

 夏まで十分な時間が無く、喫緊の要事であるため、多少の不便・

忍耐は甘受せざるを得ません。ただし、学生に対する教育活動への

支障をできるだけ少なくするよう配慮したいと考えています。 

教職員の皆さんにおかれましては、このような状況を理解され、

積極的に電力の使用抑制に取り組んでいただきますよう、お願いし

ます。 

 

平成２３年 5 月１７日 

 

首都大学東京学長 原島 文雄 
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資料２－３ 
 
 
 

学生のみなさんへ 

 

夏期における電力の使用抑制について 

 

東日本大震災により、東京電力管内の電力供給量は大幅に減少し、

夏期における電力需給は極めて厳しい状況です。電力を使用する者

は誰であれ、使用抑制に取り組むことが求められています。 

本学においても、その社会的使命を果たすため、電力の使用抑制

に可能な限り積極的に取り組みます。 

 今回の電力使用抑制は供給力不足への対応のため、電力使用のピ

ークをどうカットするかという取組ですが、これは、エネルギーの

総使用量の削減にも資するものと考えています。 

また、今回の取組は喫緊の要事であるため、多少の不便・忍耐を

お願いすることになりますが、教育活動への支障はできるだけ少な

くするよう配慮したいと考えています。 

さらに、障がいがある学生などへの配慮も行います。 

学生のみなさんには、このような状況を理解され、自らの問題と

して電力の使用抑制に取り組んでください。 

 

平成２３年６月 

 

首都大学東京学長 原島 文雄 
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資料２－４

記入者：
該当場所：
連絡先：

常 時 実 施 ピーク時に実施

1 対策１ 照明の点灯数の削減
天井等の照明器具について、半減を目安に点灯数を削減する（蛍光
灯等自体を物理的に外す場合とスイッチ操作による場合とを含む） ○ 120 W

安定器の電力は
引き続き必要。

2 対策１ 個別空調の一時停止
室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃以
下にならないよう、小まめに機器を操作する（止め
る）

○ 100 W

3 対策２ パソコンの対策 スリープモードの設定 ○ 144 W

4 対策２ 電気ポットの対策
保温の電力量が大きいので常時保温とせず、使うとき
だけ沸騰させる。

○ 20 W
　　○○○
省エネ型タイプ

5 対策２ □□の削減 ○ 40 W

6 対策２ △△の削減 ○ 20 W

7

8

9

10

11

計 444 W

備 考

電 力 使 用 抑 制 策 調 査 票

（内）

No 対策 機 器 名 称 又 は 対 策 名 内 容

抑 制 策 実 施 時 期

抑制電力

（記　入　例）
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資料２－５

 60

・

・教室では授業終了後の消灯の徹底。窓際での消灯。 
・研究室、事務室等では半減を目安に点灯数を削減。 
・研究室等からの一時退室時における消灯の徹底。 

・室内に温度計を置き室温が２８℃未満にならないよう、こまめに停止する。 
・研究室等からの一時退室時における空調停止の徹底。 
・ブラインドやカーテンなどによる遮熱。 

・パソコンのスリープモードの設定。 
・パソコンディスプレイの輝度の低下。 
・使用していない時は、機器のコンセントを抜く。 

0 
400 
800 

1200 
1600 
2000 
2400 
2800 
3200 
3600 
4000 
4400 
4800 
5200 
5600 
6000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

[kW] 

［時台］ 

平成22年の南大沢キャンパス使用最大電力を記録した日の推移 
5,952 [kW]（14時） 

4,464[kW] 
使用電力の上限

使用抑制は昼間

だけではないん

だよ 

ピークカット 
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資料２－６

※１最大使用電力の上限の目標値は4,464ｋＷ（昨年の最大使用電力の値5,952ｋＷの７５％）

※２最高気温は気象庁データ（八王子地区）より

月日 曜日
最大使用
電力（ｋＷ）
確定値

時間 警報の状況
最高気温
（℃）

レベル
（当日朝）

実施アク
ション

備考

6月24日 金 4,368 14:00～15:00 35.2 1,2

6月25日 土 3,336 14:00～15:00 28.7

6月26日 日 2,184 13:00～14:00 21.5

6月27日 月 3,744 15:00～16:00 23.5 1,2

6月28日 火 4,344 14:00～15:00 35.0 1,2

6月29日 水 4,224 15:00～16:00 35.1 1,2

6月30日 木 4,368
12:00～13:00
13:00～14:00

34.4 1,2

7月1日 金 4,032 14:00～15:00 なし 33.2 3 1,2,4
府大戦
空調本格稼働

7月2日 土 3,048 13:00～14:00 30.2

7月3日 日 2,472
12:00～13:00
14:00～18:00

31.5

7月4日 月 4,536 12:00～13:00 警報（２回目） 34.2 4 1,2,3,4

7月5日 火 4,344 13:00～14:00 警報（２回目） 32.9 3 1,2,3,4

7月6日 水 4,320 13:00～14:00 警報（２回目） 33.3 3 1,2,3,4

7月7日 木 4,224 13:00～14:00 警報（１回目） 29.2 3 1,2,4

7月8日 金 4,368 14:00～15:00 警報（２回目） 34.0 3 1,2,3,4

7月9日 土 3,624 13:00～14:00 34.0

7月10日 日 2,568
11:00～12:00
12:00～13:00

35.1

7月11日 月 4,416 13:00～14:00 警報（３回目） 34.5 3 1,2,3,4,5

7月12日 火 4,368 14:00～15:00 警報（３回目） 33.4 3 1,2,3,4,5

7月13日 水 4,296
13:00～14:00
14:00～15:00

警報（２回目） 33.9 4 1,2,3,4

7月14日 木 4,320 11:00～12:00 警報（３回目） 34.8 3 1,2,3,4,5

7月15日 金 4,344 13:00～14:00 警報（３回目） 36.7 3 1,2,3,4,5

7月16日 土 3,624 13:00～14:00 34.8

7月17日 日 2,640
12:00～13:00
13:00～14:00

35.2

7月18日 月（祝） 4,104 12:00～13:00 － 33.4 － － 大学説明会

7月19日 火 4,344 12:00～13:00 警報（２回目） 27.2 2 1,2,3,4

7月20日 水 4,224 14:00～15:00 なし 28.5 3 1,2,4

7月21日 木 3,552 14:00～15:00 なし 22.4 2 1,2

7月22日 金 3,624 14:00～15:00 なし 24.3 3 1,2,4

7月23日 土 2,856 15:00～16:00 28.4

7月24日 日 2,376
13:00～14:00
14:00～15:00

29.1

7月25日 月 4,296 15:00～16:00 なし 31.5 3 1,2,4

7月26日 火 4,104 15:00～16:00 なし 30.8 3 1,2,4 前期末試験

7月27日 水 4,248 15:00～16:00 なし 31.8 3 1,2,4

7月28日 木 4,176 15:00～16:00 なし 29.1 3 1,2,4

平成２３年夏期　南大沢キャンパス　使用電力の状況（確定値）
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資料２－６

月日 曜日
最大使用
電力（ｋＷ）
確定値

時間 警報の状況
最高気温
（℃）

レベル
（当日朝）

実施アク
ション

備考

7月29日 金 4,176 15:00～16:00 なし 29.7 3 1,2,4 前期末試験

7月30日 土 2,976 14:00～15:00 28.3

7月31日 日 2,160
13:00～14:00
14:00～15:00
15:00～16:00

22.6

8月1日 月 3,672 14:00～15:00 なし 26.3 3 1,2,4

8月2日 火 3,768 14:00～15:00 なし 28.7 3 1,2,4

8月3日 水 3,912 13:00～14:00 なし 29.8 3 1,2,4

8月4日 木 3,984 14:00～15:00 なし 28.9 3 1,2,4

8月5日 金 4,008
14:00～15:00
15:00～16:00

なし 31.7 3 1,2,4

8月6日 土 3,240 15:00～16:00 32.5

8月7日 日 3,072 14:00～15:00 33.4

8月8日 月 4,320 13:00～14:00 警報（２回目） 34.0 3 1,2,3,4

8月9日 火 4,296 15:00～16:00 警報（３回目） 35.5 3 1,2,3,4,5

8月10日 水 4,296 15:00～16:00 警報（２回目） 35.4 4 1,2,3,4

8月11日 木 4,296 11:00～12:00 警報（２回目） 36.6 4 1,2,3,4

8月12日 金 4,272 14:00～15:00 なし 34.9 3 1,2,4

8月13日 土 3,168 13:00～14:00 34.3

8月14日 日 2,520 12:00～13:00 34.8

8月15日 月 4,296 14:00～15:00 警報（２回目） 34.9 3 1,2,3,4

8月16日 火 4,296 15:00～16:00 なし 34.8 3 1,2,4

8月17日 水 4,320 14:00～15:00 警報（２回目） 35.5 3 1,2,3,4

8月18日 木 4,344 14:00～15:00 警報（２回目） 36.7 3 1,2,3,4

8月19日 金 3,912 10:00～11:00 なし 29.3 3 1,2,4

8月20日 土 3,648 14:00～15:00 － 24.2 － － 大学説明会

8月21日 日 2,184 11:00～12:00 20.3

8月22日 月 3,336 14:00～15:00 なし 23.3 2 1,2

8月23日 火 3,744 15:00～16:00 なし 30.2 3 1,2,4

8月24日 水 3,912
14:00～15:00
15:00～16:00

なし 31.9 3 1,2,4

8月25日 木 3,624
14:00～15:00
15:00～16:00

なし 28.6 3 1,2,4

8月26日 金 3,888 14:00～15:00 なし 31.0 3 1,2,4

8月27日 土 2,640 18:00～19:00 25.5

8月28日 日 2,256 15:00～16:00 28.7

8月29日 月 3,864 14:00～15:00 なし 30.3 3 1,2,4

8月30日 火 3,768 14:00～15:00 なし 30.3 3 1,2,4

8月31日 水 3,816 14:00～15:00 なし 28.9 3 1,2,4

9月1日 木 4104 14:00～15:00 なし 30.6 3 1,2,4

9月2日 金 4056 14:00～15:00 なし 31.3 3 1,2,4

9月3日 土 3,048 14:00～15:00 28.6

9月4日 日 2,472 12:00～13:00 28.7

9月5日 月 4,032 14:00～15:00 なし 27.4 3 1,2,4

9月6日 火 3,864 15:00～16:00 なし 28.7 3 1,2,4

9月7日 水 3,840 14:00～15:00 なし 29.5 3 1,2,4
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資料２－６

月日 曜日
最大使用
電力（ｋＷ）
確定値

時間 警報の状況
最高気温
（℃）

レベル
（当日朝）

実施アク
ション

備考

9月8日 木 3,792 15:00～16:00 なし 30.5 3 1,2,4

9月9日 金 4,104 14:00～15:00 なし 32.5 3 1,2,4

9月10日 土 3,312 14:00～15:00 33.1

9月11日 日 2,520 14:00～15:00 32.2

9月12日 月 4,320 12:00～13:00 警報（２回目） 32.2 3 1,2,3,4

9月13日 火 4,296 13:00～14:00 警報（２回目） 32.5 3 1,2,3,4

9月14日 水 4,344 13:00～14:00 警報（２回目） 33.1 3 1,2,3,4

9月15日 木 4,296 13:00～14:00 警報（２回目） 32.5 3 1,2,3,4

9月16日 金 4,152 13:00～14:00 なし 31.8 3 1,2,4

9月17日 土 3,432
13:00～14:00
14:00～15:00

29.5

9月18日 日 2,856
11:00～12:00
12:00～13:00

31.9

9月19日 月（祝） 2,976

11:00～12:00
12:00～13:00
13:00～14:00
14:00～15:00
15:00～16:00
16:00～17:00

32.4

9月20日 火 3,312 14:00～15:00 なし 19.5 2 1,2

9月21日 水 3,312 14:00～15:00 なし 26.7 2 1,2

9月22日 木 3,552 13:00～14:00 なし 27.6 2 1,2

9月23日 金（祝） 2,448 14:00～15:00 22.5

9月24日 土 2,640 14:00～15:00 24.0

9月25日 日 2,160
11:00～12:00
13:00～14:00

22.3

9月26日 月 3,216 14:00～15:00 なし 18.5 2 1,2

9月27日 火 3,096 14:00～15:00 なし 23.7 2 1,2

9月28日 水 3,144
14:00～15:00
15:00～16:00

なし 23.7 1 1

9月29日 木 3,216 14:00～15:00 なし 25.9 1 1

9月30日 金 3,432 14:00～15:00 なし 26.0 1 1

アクションの内容

レベルの内容
〈レベル１〉（常時実施）　　アクション１＋アクション２を実施
　　　　　　　　　　　（９月１４日以降）　アクション１のみ実施
〈レベル２〉　　　　　　　　（アクション１＋アクション２）＋アクション３を実施
〈レベル３〉　　　　　　　　（アクション１～３）＋アクション４を実施
〈レベル４〉　　　　　　　　（アクション１～４）＋アクション５を実施

　例　扇風機の活用、卓上照明の活用、中央式空調の稼働台数を減らす

〈アクション１〉　常時行う取組のうちキャンパスの構成員が必須に取り組むもの
　例　照明の点灯数の削減、個別空調の一時停止（室温が２８℃未満にならないよう操作）、
  　  パソコンのスリープモードの設定（５分後にする）及びディスプレイの輝度の低下等
〈アクション２〉　常時行う取組のうちキャンパスの構成員等が追加して取り組むもの

　内容　施設課がアクション３以上に空調の一部を一時停止する、エレベータの一部停止　

〈アクション３〉　ピーク時に行う取組のうち施設課がまず実施するもの
　内容　施設課が空調の一時停止する。
〈アクション４〉　ピーク時に行う取組のうちキャンパスの構成員が取り組むもの
　例　実験を平日以外に行う、実験機器の稼働を夜間または休日に変更する。
　　　実験機器の稼働台数の減等
〈アクション５〉　ピーク時に行う取組のうち施設課が最終的に実施するもの
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4,464[kW] 
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4,464[kW] 
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資料２－１０ 
 

平成２３年１１月２８日 

各部局長 殿 

 

首都大学東京副学長 上野 淳 

江原 由美子 

奥村 次徳 

繁田 雅弘 

 

本学における冬期の電力使用について 

 

夏期の電力使用抑制に当たっては、目標の達成に向けて積極的に取り組んでいただき、

誠にありがとうございました。 

１１月１日、政府は「今冬の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。東電管内の

事業者に対しては、具体的な数値目標は掲げなかったものの、国民生活及び経済活動に支

障を生じない範囲で照明・空調機器等の節電に取り組むよう要請を行いました。 

一方、本学は、省エネルギー法や環境確保条例に基づき、エネルギーの総使用量を削減

することが求められています。とりわけ、南大沢キャンパスには、極めて厳しい削減義務

が課されています。本学には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努め、社

会に積極的に貢献していく責務があります。 

以上を踏まえ、本学においては、今冬（１２月から３月まで）、下記のとおり、節電に取

り組むこととしますので、ご理解、ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

記 

 
１ 照 明   必要な照明以外は点灯しない。 
 
２ 空 調   暖房時は室温を２０℃以上にならないようにする。 
 
３ その他   今夏に実施した電力使用抑制策のうち継続可能と各構成員等が判断 

するものを実施する。 
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資料２－１１ 
                              事  務  連  絡           

平成２３年１１月２８日 

 

各部・室・センター長 殿 

 

総務部長 神山 智行 

  

 

 

公立大学法人首都大学東京における冬期の電力使用について 

 

 

夏期の電力使用抑制に当たっては、目標の達成に向けて積極的に取り組んでいただき、

誠にありがとうございました。 

１１月１日、政府は「今冬の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。東電管内の

事業者に対しては、具体的な数値目標は掲げなかったものの、国民生活及び経済活動に支

障を生じない範囲で照明・空調機器等の節電に取り組むよう要請を行いました。 

一方、本法人は、省エネルギー法や環境確保条例に基づき、エネルギーの総使用量を削

減することが求められています。とりわけ、南大沢キャンパスには、極めて厳しい削減義

務が課されています。本法人には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努め、

社会に積極的に貢献していく責務があります。 

以上を踏まえ、本法人においては、今冬（１２月から３月まで）、下記のとおり、節電に

取り組むこととしますので、ご理解、ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

記 

 
１ 照 明   必要な照明以外は点灯しない。 
 
２ 空 調   暖房時は室温を２０℃以上にならないようにする。 
 
３ その他   今夏に実施した電力使用抑制策のうち継続可能と各部署等が判断 

するものを実施する。 
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資料２－１２

 69

・

総量削減義務制度のＣＯ2削減義務

0%

100%

基準年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

・教室では授業終了後の消灯の徹底。窓際での消灯。 
・研究室、事務室等からの一時退室時における消灯の徹底。 

・部屋の暖房温度は適切に管理しましょう。 

エネルギー削減イメージ（南大沢キャンパス） 

５年平均８％削減しなければなりません 
▲８％ 

       目標 
▲5.6% 

       目標 
▲6.8% 

       目標 
 ▲8% 

       目標 
▲9.2% 

       目標 
   ▲10.4% 

２２年度は▲５．２％しか 
削減できませんでした 
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資料２－１３ 
平成２４年６月１５日 

 

各部局長 殿 

 

首都大学東京副学長 上野 淳 

江原 由美子 

奥村 次徳 

繁田 雅弘 

 

 

本学における夏期の電力使用抑制（節電）について（依頼） 

 

 

夏期の電力使用抑制（節電）についての学長メッセージを受け、本学では、下記のとおり、

電力の使用抑制（節電）に取り組みますので、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いしま

す。 

 

記 

 

１ 取組期間 
○ 平成２４年７月２日（月）から９月２８日（金）までの間の平日 

 

２ 取組の単位 
○ 南大沢キャンパス、日野キャンパス、荒川キャンパス 

     
※ ただし、晴海キャンパス、新宿サテライトキャンパス、飯田橋キャンパス、秋葉原 
サテライトキャンパス及び新宿事務所については、使用している建物の所有者の要請 
に従い、電力使用抑制を行う。 

 
３ 使用電力の上限値 
○ 南大沢キャンパス 

一昨年（平成２２年）の使用最大電力の値に対して１１％削減した値を使用電力の 
上限とする。（この値は、昨年（２３年）と比較すると１９％の増に当たる。） 
 

平成２２年の使用最大電力の値     今夏の使用電力の上限値 
南大沢Ｃ          ５，９５２ｋＷ         ⇒    ５，２９７ｋＷ 
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資料２－１３ 
＜上限値設定の考え方＞ 

昨年度のピークカットの実績に基づいて、東京都の環境確保条例に基づく温室効果 

ガス排出量削減目標値を達成するために今年度必要な削減目標について試算すると約 

１１％となる。 

この値を踏まえ、削減目標の値を１１％とする。 

 

○ 日野キャンパス、荒川キャンパス 
一昨年（平成２２年）の使用最大電力等の値に対して１０％削減した値を使用電力 

の上限とする。（この値は、昨年（２３年）と比較すると２０％の増に当たる。） 
 

平成２２年の使用最大電力等の値    今夏の使用電力の上限値 
日野Ｃ       １，４５０ｋＷ      ⇒   １，３０５ｋＷ 
荒川Ｃ         ９００ｋＷ      ⇒     ８１０ｋＷ 

 

＜上限値設定の考え方＞ 

政府が取りまとめた今夏の電力需給対策では、東京電力管内の利用者に数値 

目標を伴わない節電を要請しているが、その基礎となる需給見通しにおいては 

６１０万ｋＷ（一昨年比▲１０．２％）の節電を見込んでいる。 
このことを踏まえ、削減目標の値を１０％とする。 
 

※「平成２２年の使用最大電力等の値」は昨夏の経済産業省からの通知に基づく。 
 

４ 取組内容 

○ 今夏は、昨夏と異なり、個々の取組をアクションやレベルに分類せず、取組期間中、 

以下の取組を行う。したがって、レベル及びアクションに関する周知は行わない。 

 

（１）キャンパスの構成員が自ら取り組むべき事項 

ア 特別な事情を除き必ず行うべき対応 

【研究室・演習室・自習室・学部図書館（書庫・資料室）・教員控室・院生室・実験室等】

○ 照明の点灯数の削減 

天井等の照明器具について、半減を目安に点灯数を削減する（蛍光灯等自体を物 

理的に外す場合とスイッチ操作による場合とを含む） 

○ 個別空調の一時停止 

室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃未満にならないよう、小まめ 

に機器を操作する（止める） 

○ パソコンやプリンターの電源を使用時以外は切っておく 

  ○ 電気ポットを常時保温とせず使用時のみ沸騰させる 
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資料２－１３ 
 ○ 実験機器の電源を使用時以外は切っておく 

【教室】 

○ 照明の削減 

授業終了後の消灯の徹底・窓際での消灯 

【その他の学内施設】 

○ 照明の点灯数の削減 

天井等の照明器具について、半減を目安に点灯数を削減する（蛍光灯等自体を物 

理的に外す場合とスイッチ操作による場合とを含む） 

○ 個別空調の一時停止 

室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃未満にならないよう、小まめ 

に機器を操作する（止める） 

○ パソコンのスリープモードの設定（「５分後」にする） 

○ パソコンディスプレイの輝度の低下 

○ コピー機・プリンター・シュレッダーの集約化 

○ 冷蔵庫の集約化 

 

イ 可能な限り工夫して取り組むもの 

［取組例］ 

○ 扇風機を活用して個別空調運転の効率化を図る 

○ 卓上式照明を活用して照明電力の節減を図る 

 

（２）施設管理部門が取り組むもの 

○ 中央式空調機器の稼働台数を減らすなどして効率的な運転を図る 

○  空調の一部を一時停止する 

 

５ 確実に電力使用抑制を実施するための取組 

○ 節電意識の向上にむけた取組 

ポスターの掲出、学内・校内放送による注意喚起等を行うことにより、節電意識の 

向上を図る。 

○ 南大沢キャンパスにおける取組 

・使用電力の「見える化」の取組 

使用電力をホームページで明らかにすることで、使用電力の「見える化」を図る。 

○ 日野キャンパスにおける取組 
  ・電力需要量ピーク時を避けた実験の実施 
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資料２－１４ 
 

２４公大首総施第３３号 

平成２４年  ６月１５日 

 

各部・室・センター長 殿 

 

総務部長 神山 智行 

 （ 印 章 省 略） 

 

公立大学法人首都大学東京における夏期の電力使用抑制（節電）について 

 

５月１８日、政府は、「今夏の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。東京電力管

内では、電力需要家に対し、数値目標を伴わない節電を要請しています。この要請は、一

昨年比約マイナス１０％の節電が定着していることを前提としています。 
 また、本法人は、省エネ法や環境確保条例に基づき、エネルギーの総使用量を削減する

ことが求められています。そのため、エコキャンパス・グリーンキャンパスを推進してい

ます。 
 本法人では、政府の節電要請を踏まえるとともに、エコキャンパス・グリーンキャンパ

ス推進の観点から、下記のとおり、電力の使用抑制（節電）に取り組みますので、よろし

くお願いします。 
 
 

記 

 

１ 取組期間 
○ 平成２４年７月２日（月）から９月２８日（金）までの間の平日 

 

２ 取組の単位 
○ 昨夏同様、以下の５キャンパスで、それぞれ使用電力の上限値を設定し、具体的な

電力使用抑制策を検討・実施する。 
 

南大沢キャンパス、日野キャンパス、荒川キャンパス、品川キャンパス、 
高専荒川キャンパス 
 

    なお、品川キャンパスについては、産業技術大学院大学と産業技術高等専門学校で 
調整・連携を図りながら、電力使用抑制策を実施する。 
 晴海キャンパス、新宿サテライトキャンパス、飯田橋キャンパス、秋葉原サテライ

トキャンパス及び新宿事務所については、使用している建物の所有者の要請に従い、
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資料２－１４ 
電力使用抑制を行う。 

 
 

３ 使用電力の上限値 
○ 南大沢キャンパス 

一昨年（平成２２年）の使用最大電力の値に対して１１％削減した値を使用電力 
の上限とする。（この値は、昨年（２３年）と比較すると１９％の増に当たる。） 
 

 
平成２２年の      昨夏の        今夏の 

使用最大電力の値   使用電力の上限値   使用電力の上限値 

 

南大沢Ｃ  ５，９５２ｋＷ       ４，４６４ｋＷ      ５，２９７ｋＷ 

 

 

＜上限値設定の考え方＞ 

昨年度のピークカットの実績に基づいて、都の環境確保条例に基づく温室効果 

    ガス排出量削減目標値を達成するために今年度必要な削減目標について試算する 

    と約１１％となる。 

この値を踏まえ、削減目標の値を１１％とする。 

 

 

 

○ 日野キャンパス、荒川キャンパス、品川キャンパス、高専荒川キャンパス 
一昨年（平成２２年）の使用最大電力等の値に対して１０％削減した値を使用電 

力の上限とする。（この値は、昨年（２３年）と比較すると２０％の増に当たる。） 
 

 
平成２２年の      昨夏の          今夏の 

使用最大電力等の値   使用電力の上限値     使用電力の上限値 

 
日野Ｃ   １，４５０ｋＷ    １，０８８ｋＷ    １，３０５ｋＷ 
荒川Ｃ     ９００ｋＷ      ６７５ｋＷ       ８１０ｋＷ 
品川Ｃ      ９４０ｋＷ       ７０５ｋＷ        ８４６ｋＷ 
高専荒川Ｃ   ９３６ｋＷ      ７０２ｋＷ      ８４２ｋＷ 

 
 
 
＜上限値設定の考え方＞ 

政府が取りまとめた今夏の電力需給対策では、東京電力管内の利用者に数値 
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資料２－１４ 
目標を伴わない節電を要請しているが、その基礎となる需給見通しにおいては 

６１０万ｋＷ（一昨年比▲１０．２％）の節電を見込んでいる。 
このことを踏まえ、削減目標の値を１０％とする。 

 

 

※「平成２２年の使用最大電力等の値」は昨夏の経済産業省からの通知に基づく。 
 

 

４ 取組内容 

○ 今夏は、昨夏と異なり、個々の取組をアクションやレベルに分類せず、取組期間中、 

以下の取組を行う。したがって、レベル及びアクションに関する周知は行わない。 

 

（１） キャンパスの構成員が自ら取り組むべき事項 

  ア  特別な事情を除き必ず行うべき対応 

［取組例］ 

○ 照明の点灯数の削減 

○ 個別空調の一時停止 

室内に温度計を置き、冷房するときは室温が２８℃未満にならないよう、小まめ 

に機器を操作する（止める） 

○ パソコンやプリンターの電源を使用時以外は切っておく 

  ○ 電気ポットを常時保温とせず使用時のみ沸騰させる 

 ○ 実験機器の電源を使用時以外は切っておく 

○ パソコンのスリープモードの設定 

○ パソコンディスプレイの輝度の低下 

○ コピー機・プリンター・シュレッダーの集約化 

○ 冷蔵庫の集約化 

 

イ 可能な限り工夫して取り組むもの 

［取組例］ 

○ 扇風機を活用して個別空調運転の効率化を図る 

○ 卓上式照明を活用して照明電力の節減を図る 

 

（２）施設管理部門が取り組むもの 

［取組例］ 

○  空調の一部を一時停止する 

○ 中央式空調機器の稼働台数を減らすなどして効率的な運転を図る 

 

５ 確実に電力使用抑制を実施するための取組 
○ 節電意識の向上にむけた取組 

ポスターの掲出、学内・校内放送による注意喚起等を行うことにより、節電意識の
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資料２－１４ 
向上を図る。 

○ 南大沢キャンパスにおける取組 
・使用電力の「見える化」の取組 
使用電力をホームページで明らかにすることで、使用電力の「見える化」を図る。 

○  日野キャンパスにおける取組 
 ・電力需要量ピーク時を避けた実験の実施 
 

６ 問合せ 
総務部施設課 
電話 ０４２－６７７－２０３２（直） 
０４２－６７７－１１１１ 内線 １０６１ 
提出先メールアドレス takahashi-kazuyuki2@jmj.tmu.ac.jp  
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資料２－１５ 

教 職 員 各 位 

 

夏期における電力の使用抑制について 

 

昨年３月に発生した東日本大震災により、東京電力管内の電力供

給量が大幅に減少しました。本学は、昨夏における電力の使用抑制

に可能な限り積極的に対応しました。教職員の皆さんにおかれまし

ては、真摯に取り組んでいただき、誠にありがとうございました。 

今夏も電力需給の厳しい状況が見込まれています。先般、政府は、

「今夏の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。この中で、

東京電力管内では、相当程度の節電が定着していることを前提に、

数値目標を伴わない節電を要請しています。 

本学には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努め、

社会に積極的に貢献していく責務があります。本学は、政府の節電

要請に応えるだけでなく、その社会的使命を果たし、エコキャンパ

ス・グリーンキャンパスを推進する観点から、昨年に引き続き積極

的に電力の使用抑制に対応したいと思います。 

 教職員の皆さんにおかれましては、このような状況を理解され、 

積極的に電力の使用抑制に取り組んでいただきますよう、お願いし

ます。 

 

平成２４年６月１２日 

 

首都大学東京学長 原島 文雄 
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資料２－１６ 

学生のみなさんへ 

 

夏期における電力の使用抑制について 

 

  昨年３月に発生した東日本大震災により、東京電力管内の電力 

供給量が大幅に減少しました。本学は、昨夏における電力の使用 

抑制に可能な限り積極的に対応しました。学生のみなさんには、 

真摯に取り組んでいただき、ありがとうございました。 

今夏も電力需給の厳しい状況が見込まれています。先般、政府 

は、「今夏の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。この中 

で、東京電力管内では、相当程度の節電が定着していることを前 

提に、数値目標を伴わない節電を要請しています。 

本学には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努 

め、社会に積極的に貢献していく責務があります。本学は、政府 

の節電要請に応えるだけでなく、その社会的使命を果たし、エコ 

キャンパス・グリーンキャンパスを推進する観点から、昨年に引 

き続き積極的に電力の使用抑制に対応したいと思います。 

  電力使用抑制は、エネルギーの総使用量の削減にも資するもの 

と考えています。 

学生のみなさんには、このような状況を理解され、自らの問題 

として電力の使用抑制に取り組んでください。 

 

平成２４年６月 

 

首都大学東京学長 原島 文雄 
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資料２－１７
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・

・教室では授業終了後の消灯の徹底。窓際での消灯。 
・研究室、事務室等では点灯数を削減。 
・研究室等からの一時退室時における消灯の徹底。 

・室内に温度計を置き室温が２８℃未満にならないよう、こまめに停止する。 
・研究室等からの一時退室時における空調停止の徹底。 
・ブラインドやカーテンなどによる遮熱。 

・パソコンのスリープモードの設定。 
・パソコンディスプレイの輝度の低下。 
・使用していない時は、機器のコンセントを抜く。 

0 
400 
800 

1200 
1600 
2000 
2400 
2800 
3200 
3600 
4000 
4400 
4800 
5200 
5600 
6000 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

[kW] 

［時台］ 

平成22年の南大沢キャンパス使用最大電力を記録した日の推移 

5,952 [kW]（14時） 

５,２９７[kW] 使用電力の上限

使用抑制は昼間

だけではないん

だよ 

ピークカット 

※一昨年（平成２２年）の使用最大電力比（下表参照） 
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資料２－１８ 
平成２４年１１月２８日 

各部局長 殿 

 

首都大学東京副学長 上野 淳 

江原 由美子 

奥村 次徳 

繁田 雅弘 

 

本学における冬期の電力使用について 

 

夏期の電力使用抑制に当たっては、目標の達成に向けて積極的に取り組んでいただき、

誠にありがとうございました。 

１１月２日、政府は「今冬の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。東電管内に

おいては、必要とされる電力を確保できる見通しですが、発電所等の計画外停止が発生す

るリスクがあり、予断を許さない状況であることを踏まえ、事業者に対して、具体的な数

値目標は掲げなかったものの、節電に取り組むよう要請を行いました。 

一方、本学は、省エネルギー法や環境確保条例に基づき、エネルギーの総使用量を削減

することが求められています。とりわけ、南大沢キャンパスには、極めて厳しい削減義務

が課されています。本学には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努め、社

会に積極的に貢献していく責務があります。 

以上を踏まえ、本学においては、今冬（１２月から３月まで）、下記のとおり、節電に取

り組むこととしますので、ご理解、ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

記 

 
１ 照 明   必要な照明以外は点灯しない。 
 
２ 空 調   暖房時は室温を２０℃以上にならないようにする。 
 
３ その他   今夏に実施した電力使用抑制策のうち継続可能と各構成員等が判断 

するものを実施する。 
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資料２－１９ 
                              事  務  連  絡           

平成２４年１１月２８日 

 

各部・室・センター長 殿 

 

総務部長 神山 智行 

  

 

公立大学法人首都大学東京における冬期の電力使用について 

 

夏期の電力使用抑制に当たっては、目標の達成に向けて積極的に取り組んでいただき、

誠にありがとうございました。 

１１月２日、政府は「今冬の電力需給対策」を取りまとめ、公表しました。東電管内に

おいては、必要とされる電力を確保できる見通しですが、発電所等の計画外停止が発生す

るリスクがあり、予断を許さない状況であることを踏まえ、事業者に対して、具体的な数

値目標は掲げなかったものの、節電に取り組むよう要請を行いました。 

一方、本法人は、省エネルギー法や環境確保条例に基づき、エネルギーの総使用量を削

減することが求められています。とりわけ、南大沢キャンパスには、極めて厳しい削減義

務が課されています。本法人には、大都市の持続的な発展のため、環境負荷の低減に努め、

社会に積極的に貢献していく責務があります。 

以上を踏まえ、本法人においては、今冬（１２月から３月まで）、下記のとおり、節電に

取り組むこととしますので、ご理解、ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 

記 

 
１ 照 明   必要な照明以外は点灯しない。 
 
２ 空 調   暖房時は室温を２０℃以上にならないようにする。 
 
３ その他   今夏に実施した電力使用抑制策のうち継続可能と各部署等が判断 

するものを実施する。 
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資料２－２０
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・

総量削減義務制度のＣＯ2削減義務

0%

100%

基準年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

・教室では授業終了後の消灯の徹底。窓際での消灯。 
・研究室、事務室等からの一時退室時における消灯の徹底。 

・部屋の暖房温度は適切に管理しましょう。 

エネルギー削減イメージ（南大沢キャンパス） 

５年平均８％削減しなければなりません 
▲８％ 

       目標 
▲5.6% 

       目標 
▲6.8% 

       目標 
 ▲8% 

       目標 
▲9.2% 

       目標 
   ▲10.4% 
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